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菊薫る９月
西日本一の生産量を誇る「八女電照菊」。8月、白菊「優花」がお盆用に全国
に向けて出荷されました。父の跡を継ぎ菊を栽培する大月祥行さんは、「菊の
花が多くの皆さんの心を癒やしてくれればいいですね」と話していました。
（関連記事は2～ 3ページ）

西日本№1　菊の産地「八女」
あかりとちゃっぽんぽん
南北朝歴史シンポジウム
合瀬耳納トンネル念願の工事始まる
私たちが地域おこし協力隊です！

【今月の主な内容】
2～ 3
4～ 5
6
7
8
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菊
の
産
地「
八
女
」

八
女
電
照
菊
は
昭
和
20
年
代
に
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
年
間
30
億

円
以
上
（
市
場
価
格
）
を
売
り
上
げ
る
、西
日
本
一
（
愛
知
県
に
次
ぐ
全
国
２
位
）
の
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

近
年
は
輪
菊
（
八
女
電
照
菊
）
の
ほ
か
に
も
小
菊
や
ス
プ
レ
ー
マ
ム
、
ピ
ン
ポ
ン
マ
ム
な
ど
も
栽
培
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
様
々
な
用
途
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
菊
は
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
へ
伝
わ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
美
し
さ
か
ら
「
高
貴

な
花
」
と
し
て
貴
族
に
愛
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は

日
本
中
で
菊
づ
く
り
が
広
ま
り
ま
し
た
。
皇
室
の

家
紋
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
菊
は
桜
と
並
ぶ
、
日

本
を
代
表
す
る
花
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
八
女
の
電
照
菊
は
、
昭
和
25
年
に
初
代
組
合

長
上
村
茂
氏
ら
（
忠
見
）
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
ま

し
た
。
電
照
菊
は
、
日
照
時
間
が
短
く
な
る
と

開
花
す
る
と
い
う
菊
の
性
質
を
利
用
し
て
、
夜
に

な
っ
て
も
電
照
を
続
け
開
花
を
遅
ら
せ
る
栽
培
方

法
で
す
。
晩
秋
に
は
、
電
照
菊
の
ハ
ウ
ス
は
不
夜

城
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
幻
想
的
な
風
景
と
な
り
、
八

女
の
風
物
詩
の
一つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
栽
培
当
初
は
温
度
管
理
や
消
灯
日
の
設
定
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
手
探
り
で
の
栽
培
で

し
た
。
昭
和
29
年
に
は
栽
培
法
も
わ
か
り
初
め

て
、
電
照
技
術
も
確
立
さ
れ
生
産
者
が
増
加
し
ま

し
た
。
昭
和
31
年
に
は
生
産
者
組
合
を
結
成
し
、

昭
和
33
年
に
は
北
九
州
市
場
へ
共
同
輸
送
を
行

い
ま
し
た
。
昭
和
36
年
に
は
花
卉
生
産
者
に
よ
る

日
本
で
最
初
の
ト
ラ
ッ
ク
直
送
に
よ
る
共
販
出
荷

を
関
西
市
場
へ
、
昭
和
39
年
に
は
関
東
市
場
へ
出

荷
し
ま
し
た
。
昭
和
46
年
に
は
差
し
穂
を
冷
蔵
す

る
技
術
を
学
び
、
今
で
は
夏
菊
・
秋
菊
の
出
荷
を

組
み
合
わ
せ
た
周
年
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
年
間
を
通
し
て
美
し
い
菊
の
花
が
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
八
女
か
ら
関
東
・

関
西
を
中
心
に
全
国
の
花
市
場
に
向
け
て
、
年
間

約
５
５
０
０
万
本
の
菊
が
出
荷
さ
れ
、
30
億
円
以

上
を
売
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
国
内
の
産
地
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
か

ら
も
菊
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
菊
栽
培
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
で
は
、

他
の
産
地
に
負
け
な
い
よ
う
に
多
く
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
輪
菊
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
秋
か
ら

本
格
的
出
荷
が
始
ま
っ
た
『
雪
姫
』
は
、
純
白
・

大
輪
の
ふ
ん
わ
り
と
し
た
華
や
か
な
菊
で
、
部
会

で
は
結
婚
式
に
『
雪
姫
』
を
使
っ
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル

ブ
ー
ケ
を
提
案
す
る
な
ど
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
「
メ

ダ
リ
ス
ト
に
贈
ら
れ
る
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ
を
ぜ

ひ
菊
の
花
で
」
と
、
生
産
者
の
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

「雪姫」は、福岡県
農業総合試験場が
育成し、平成20年
に品種登録された
白輪菊です。従来
の品種と比べ、透

明感のある純白でふっくらとした大
輪の花を咲かせます。また水揚げが
良く、花持ちが良いことや、10月か
ら翌年６月までの長期間に渡って安
定して出荷できることが特長です。

菊の花言葉は「私を信じてください」
「真の愛」ー部会では結婚式に雪
姫を使ったブーケを提案するなど普
及に努めています。雪のように純白

でボリュームのある「雪姫」をブー
ケとしてアレンジ。組合員の結婚披
露宴で使われた菊のブーケに、会場
からは驚きの声が上がったそうです。

日
本
を
代
表
す
る
花
・
菊
の
歴
史

八
女
電
照
菊
の
歴
史

目
指
せ
！
ビ
ク
ト
リ
ー
ブ
ー
ケ

純白・大輪の「雪姫」

西日本
№１

幸せを
祝う花
ブライダル
　ブーケ
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重ち
ょ
う

陽よ

う

の
節
句
を
祝
お
う

９
月
９
日
の
重
陽
の
節
句
に
ち
な
み
電
照
菊
部
会
か
ら
、
菊
の
花
束
と
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
が
市
長
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
電
照
菊
部
会
は
、
ス
プ
レ
ー
マ
ム
・
ピ
ン
ポ
ン
マ
ム
を
栽
培
す
る
「
プ
リ
ン
セ
ス
マ
ム
部
会
」
と
と
も

に
９
月
９
日
㈫
、
福
岡
市
で
菊
の
花
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
９
日
は
五
節
句
の
一
つ
「
重

陽
の
節
句
」
で
す
。
菊
を
用
い
て

不
老
長
寿
を
願
う
こ
と
か
ら
、「
菊

の
節
句
」
と
い
い
ま
す
。
古
来
よ
り

奇
数
は
縁
起
の
良
い
陽
数
と
さ
れ
、

奇
数
が
連
な
る
日
を
お
祝
い
し
た

の
が
五
節
句
の
始
ま
り
で
す
。
中

で
も
陽
の
最
も
大
き
い
数
で
あ
る

9
が
重
な
る
9
月
9
日
を
「
重
陽

の
節
句
」
と
定
め
、
不
老
長
寿
や

繁
栄
を
願
う
行
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
お
祝
い
と
と
も
に
菊
の
薫
り
を

移
し
た
菊
酒
を
飲
み
交
わ
し
た
り
、

前
夜
に
菊
に
綿
を
お
い
て
霧
を
染

み
こ
ま
せ
、
身
体
を
ぬ
ぐ
う
な
ど
し

て
厄
払
い
も
し
て
い
ま
し
た
。

　
重
陽
の
節
句
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

８
月
５
日
㈫
、
八
女
電
照
菊
部
会

の
末
石
敏
部
会
長
た
ち
は
市
長
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　「
菊
は
仏
花
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

の
で
す
が
、
本
来
は
長
寿
を
祝
う

花
。
菊
の
節
句
で
あ
る
重
陽
の
節

句
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
敬
老
の
日
に
は
長

寿
を
祝
い
菊
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
た
だ
き
た
い
」と
末
石
部
会
長
。

　
菊
を
手
渡
さ
れ
た
三
田
村
市
長

は
「
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力

に
感
謝
し
ま
す
。
菊
の
花
は
気
品

が
あ
り
、
ア
レ
ン
ジ
し
だ
い
で
華
や

か
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
皆

さ
ん
に
重
陽
の
節
句
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
八
女
市
は

県
内
一
の
花
の
産
地
で
、
菊
を
は
じ

め
多
種
多
様
の
花
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。『
花
の
ま
ち
八
女
』を
も
っ

と
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
電
照
菊
部

会
は
現
在
１
４
９
軒
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。
最
盛
期
に
は
３
０
０
軒

近
い
部
会
員
が
い
た
の
で
す
が
、
現

在
は
半
分
ほ
ど
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
輸
入
菊
の
増
加
や
燃
料
の
高

騰
な
ど
、
厳
し
い
現
状
も
あ
り
ま

す
。
産
地
と
し
て
の
生
き
残
り
を

か
け
福
岡
県
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
菊

を
開
発
す
る
な
ど
、
生
産
者
と
と

も
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
菊
は
仏
花
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

の
か
、一
般
家
庭
に
は
あ
ま
り
飾
っ

て
い
た
だ
け
な
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
古
来
か
ら
高
貴
な
花
と
し
て

愛
で
ら
れ
、
国
家
の
花
・
皇
室
の

花
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
菊
の
花
は
水
揚
げ
が
良
く
、
長

持
ち
。
一
番
の
魅
力
は
、
一
日
一
日

顔
が
違
う
こ
と
。
笑
っ
た
り
、
泣

い
た
り
、
怒
っ
た
り
、
表
情
が
豊

か
に
変
わ
り
ま
す
。
見
て
い
て
あ

き
ま
せ
ん
。
私
の
夢
は
、
菊
が
多

く
の
家
庭
の
玄
関
な
ど
に
飾
ら
れ

る
こ
と
。
輪
菊
の
他
に
も
様
々
な

種
類
の
菊
や
他
の
花
と
合
わ
せ
る

な
ど
、
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
花
は
心
の
栄

養
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
心
を
癒
や
す
菊
の
花
を
、
こ

れ
か
ら
も
丹
精
込
め
て
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
国
家
の
花
、皇
室
の
花
、

長
寿
の
花
、
菊
を
自
宅

に
飾
っ
て
く
だ
さ
い
」

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女 

電
照
菊
部
会

部
会
長　

末す
え

石い
し　

敏さ
と
しさ

ん
（
忠
見
）

本
来
は
長
寿
を
祝
う
花

重陽の節句とは･･･

菊の水揚げの方法は?
　下の方の葉を取り除き、ある程度茎
を出してから水揚げをします。水中で茎
を斜めに切る「水切り」が一般的ですが、
菊の花には「水折り」がより適していま
す。水中で茎を持ち、根元から2～5
㌢のところをポキッと折る方法で、折り
口がギザギザになって水を吸う部分が
広がり、水を吸い上げやすくなります。
そのまましばらく置いてから花器のサイ
ズに合わせて茎を折り、水につかる部
分の葉は取り除いて生けてください。

菊を長く楽しむには?
　直射日光と高温の場所を避け、冷暖
房の風が当たらないところに置いてくだ
さい。より長く楽しむには、水を清潔に
保つことがポイント。夏場は毎日、冬場
でも1日置きぐらいに水を替え、花器
の内側も洗います。同時に茎を切るか
折るかして新しい吸い口を出し、茎のぬ
めりも洗い流すようにしましょう。

花 を 長 く 楽 し も う

（福岡県農林水産物ブランド化推進協議会のＨＰより）
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《
内
容
》
八
女
提
灯
と
八
女
手
す
き

和
紙
、
そ
し
て
灯
り
を
用
い
た
ま

つ
り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
絵
や

文
字
を
自
由
に
描
い
た
提
灯
を
八

女
伝
統
工
芸
館
横
の
藤
棚
に
飾
り
、

夜
に
は
灯
を
と
も
し
ま
す
。

《
主
催
》
八
女
商
工
会
議
所
青
年
部

《
内
容
》
八
女
の
伝
統
工
芸
品
や

農
産
物
の
販
売
、
食
事
の
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
大
人
気

の
「
烈
車
戦
隊
ト
ッ
キ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー
」

が
や
っ
て
き
ま
す
。
八
女
福
島
仏
壇

の
製
作
実
演
、
手
す
き
和
紙
教
室
、

生
花
展
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
20
日

㈯
に
は
「
八
女
地
区
消
防
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
」
も
伝
統
工
芸
館
西
側

駐
車
場
で
同
時
開
催
し
ま
す
。

《
事
務
局
》Ｊ
Ａ
八
女
地
区
セ
ン
タ
ー

《
内
容
》
和
紙
に
参
加
者
が
思
い
思

い
の
絵
を
描
い
て
作
っ
た
「
あ
か
り

絵
」
が
、
ほ
の
か
に
周
り
を
照
ら
し

な
が
ら
、
白
壁
の
町
並
み
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
す
。

　

和
紙
と
提
灯
の
技
術
を
生
か
し

て
作
る
「
あ
か
り
絵
」
は
、
夜
を
美

し
く
彩
り
、
人
々
を
感
動
の
世
界
へ

と
い
ざ
な
い
ま
す
。

《
主
催
》（
一
社
）
八
女
青
年
会
議
所

　

白
壁
の
町
並
み
を
ゆ
っ
く
り
歩

き
ま
せ
ん
か
。
車
中
か
ら
で
は
気
づ

か
な
い
、
い
ろ
ん
な
発
見
が
き
っ
と

あ
る
は
ず
で
す
。

《
内
容
》
大
茶
会
、
伝
統
工
芸
職
人

実
演
、人
力
車
に
よ
る
町
並
み
散
策
、

和
太
鼓
の
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

町
並
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
八
女
福
島

の
燈
籠
人
形
今
昔
物
語
展
、
バ
ザ
ー

な
ど
。

《
主
催
》
町
屋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

提
灯
ま
つ
り

町
屋
ま
つ
り

地
場
産
ま
つ
り

あ
か
り
絵
パ
レ
ー
ド

◦
９
月
21
日
㈰
～
23
日
㈷

◦
八
女
福
島
の
町
並
み

◦
９
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
10
時

30
分
～

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
と
そ
の
周
辺

◦
９
月
20
日
㈯ 

18
時
30
分

◦
矢
原
町 

→ 

八
女
伝
統
工
芸
館

◦
９
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

◦
八
女
伝
統
工
芸
館
横
藤
棚
な
ど

平
成
26
年
度
　
八
女
の
祭
り

伝
統
工
芸
と
芸
能
の
祭
典

【
会
場
】
八
女
伝
統

工
芸
館
周
辺
・
本

町
筋
周
辺
・
福
島

八
幡
宮

９
月
20
日
㈯

～
23
日
㈷

２
６
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」。こ
の
燈
籠
人
形
の「
燈あ

か
り
」と
、

国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
の
八
女
提
灯
の「
灯あ

か
り
」。ま
た
八
女
は

電
照
菊
の
発
祥
の
地
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
こ
と
か
ら
、こ

れ
ら
の「
あ
か
り
」を
テ
ー
マ
に
八
女
の
伝
統
文
化
・
産
業
を
ア

ピ
ー
ル
し
、「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」を
伝
承
し
て
い
き
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
は
祭
り
直
前
の
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
の
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
・
八
女
市

観
光
振
興
課
（
☎
２
３・１
１
９
２
）



広報やめ　2014.9.15

◦
会
場
＝
福
島
八
幡
宮
境
内

◦
公
演
時
間
＝

▽
９
月
20
日
㈯
20
時
～
※
口
開
け
公
演

▽
９
月
21
日
㈰
・
22
日
㈪
・
23
日
㈷
①
13
時
30
分
～

②
15
時
～
③
16
時
30
分
～
④
19
時
～
⑤
20
時
30
分
～

※
１
日
５
回
公
演
、
１
回
の
公
演
時
間
は
約
30
分

◦
主
催
＝
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
保
存
会

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
文
化
振
興
係

（
☎
２
３・１
９
８
２
）

も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ　

　

浄
瑠
璃
「
義
経
千
本
桜
」
か
ら
と
っ
た
佐
藤
四
郎

兵
衛
忠
信
と
静
御
前
の
物
語
。
静
御
前
と
と
も
に
、

忠
信
が
源
義
経
を
慕
っ
て
大
和
国
吉
野
山
へ
行
く
途

中
の
道
行
き
と
風
景
を
舞
台
に
展
開
す
る
。

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形

吉よ
し
の
や
ま
き
つ
ね
た
だ
の
ぶ
は
つ
ね
の
つ
づ
み

野
山
狐
忠
信
初
音
之
鼓

【
今
年
の
芸
題
】

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

日本いけばな芸術協会 名誉教授
大和花道 平島静容（一子）

◦期間＝9月21日㈰～23日㈷
◦時間＝10時～21時　※入場無料
◦会場＝横町町家交流館
◦問い合わせ＝平島さん（☎23・0679）

◦期間＝9月11日㈭～24日㈬
◦時間＝9時～17時
◦会場＝八女民俗資料館　※期間中休館日なし
◦入場料＝無料
◦問い合わせ＝文化課文化振興係（☎23・1982）

大石重則さんが昭和43年から47年にかけて制
作された作品（燈籠人形写真パネル）を展示
します。歴史の流れと今も変わらず継承されて
いる伝統芸能の重みを感じてみてください。

創作いけばな展

「八女福島の燈籠人形」写真展

昨年の公演の様子

交通規制区間　
9/21 ～ 23
12時～ 21時30分

おりなす
八女

P＝駐車場
◦市役所
◦清水町公共駐車場
◦八女農高 ◦福島小
※20日㈯・21日㈰のみ
◦伝統工芸館西側
※21日㈰のみ

▶雨天の場合、福島小・八女農

高グラウンドには駐車できません。

▶「八女の祭り」に来場される人

は、伝統工芸館北側の「スーパー

ドラッグコスモス」さんには駐車

されないようお願いします。

�ご注意ください

八女観光物産館

96

おりなす八女
入口
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◦
八
女
市
・
吉
野
町
友
好
交
流
都

市
締
結
調
印
式

◦
九
州
南
朝
の
歌
（
金
烏
の
御
旗
）

披
露

（
作
曲
、
唄
：
八
女
市
観
光
大
使 

岩

﨑
記
代
子
／
作
詞
：
太
郎
良
盛
幸
）

◦
南
北
朝
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
第
１
部
】
基
調
講
演

「
征
西
将
軍
宮
と
九
州
の
南
北
朝
」

福
岡
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
教

授　

森 

茂
暁
さ
ん

【
第
２
部
】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

▽
テ
ー
マ
「
奥
八
女
に
眠
る
南
北

朝
時
代
と
地
域
の
振
興
」

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◦
福
岡
県
地
方
史
研
究
連
絡
協
議

会
副
会
長　

佐
々
木
四
十
臣
さ
ん

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

◦
三
田
村
統
之
八
女
市
長

◦
北
岡 

篤
吉
野
町
長

◦
五
條
家
第
25
代
当
主　

五
條
元

滋
さ
ん

◦
五
條
家
宝
物
顕
彰
会
長　

月
足

靖
彦
さ
ん

◦
矢
部
公
民
館
長　

山
口
久
幸
さ

ん【
第
３
部
】
ミ
ニ
音
楽
劇

「
藤
の
記
憶
～
良
成
親
王
吉
野
を

恋
ふ
る
～
」
劇
団
大
藤

八
女
市
・
吉
野
町
友
好
交
流
記
念
事
業
（
八
女
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
５
周
年
記
念
事
業
）

南
北
朝
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

吉
野
町
は
、
奈
良
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
町

の
中
央
部
を
東
か
ら
西
に
吉
野
川
（
紀
ノ
川
）
が

流
れ
て
い
ま
す
。
町
域
の
一
部
は
吉
野
熊
野
国
立
公

園
、
吉
野
川
・
津
風
呂
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
全
国
的
に
吉
野
山
の
桜
で
有
名
で
す
。

春
に
は
豪
華
絢
爛
し
か
も
気
品
に
富
む
桜
が
咲
き

乱
れ
、
人
々
の
心
を
魅
了
し
ま
す
。
ま
た
、「
吉
野
」

は
古
く
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
万
葉
集
に
も
記

述
が
あ
り
、
歴
史
の
大
き
な
舞
台
に
も
幾
た
び
か

姿
を
現
し
て
き
ま
し
た
。
大
海
人
皇
子
が
壬
申
の

乱
の
前
に
身
を
潜
め
、
平
家
を
討
っ
た
源
義
経
が

兄
頼
朝
に
追
わ
れ
て
逃
げ
込
み
、
後
醍
醐
天
皇
が

南
朝
の
拠
点
と
し
ま
し
た
。
吉
野
杉
・
檜
の
集
散

地
で
も
あ
り
、
吉
野
材
の
端
材
を
加
工
し
た
香
り

良
い
割
り
箸
、
手
す
き
和
紙
、
柿
の
葉
ず
し
、
吉

野
葛
な
ど
が
あ
り
、
全
国
的
に
有
名
で
す
。「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
も
加
盟
し
て
い
ま
す
。

⃝

日
時
＝
９
月
23
日
㈷
13
時
30
分
～
16
時
30
分
（
13
時
開
場
）

⃝

場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

⃝

入
場
無
料
、
事
前
申
込
不
要

時
は
南
北
朝
時
代
。
建
武
の
中
興
を

遂
げ
た
後
醍
醐
天
皇
が
朝
廷
を
置
き
、

南
朝
の
拠
点
と
し
て
選
ん
だ
奈
良
「
吉

野
」。
九
州
制
圧
の
命
を
受
け
、
北
部
九

州
で
北
朝
と
壮
絶
な
戦
を
繰
り
広
げ
ら

れ
た
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
・
懐
良
親
王

ゆ
か
り
の
地
や
後
村
上
天
皇
の
皇
子
・

良
成
親
王
の
御
陵
墓
の
ほ
か
五
条
家
文

書
な
ど
の
貴
重
な
史
料
が
残
る
「
八
女
」。

歴
史
的
に
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
八
女
市

と
吉
野
町
は
、
歴
史
文
化
交
流
を
推
進

し
、
両
市
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
こ
の
大

切
な
歴
史
的
遺
産
を
多
く
の
人
た
ち
に

伝
え
、
継
承
し
て
い
く
た
め
「
友
好
交
流

都
市
」
を
締
結
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
南
北
朝
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、

両
市
町
の
友
好
交
流
の
記
念
事
業
と
し

て
開
催
し
ま
す
。
朝
廷
が
南
朝
と
北
朝

に
分
か
れ
、
正
統
を
争
っ
た
動
乱
の
時

代
に
思
い
を
は
せ
、
八
女
の
歴
史
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開催当日は、八女福島の燈籠人
形の公演が会場近くの福島八
幡宮境内で行われており、駐車
場の混雑が予想されます。車で
お越しの際は、市役所前駐車
場のほか大正町駐車場、清水
町駐車場をご利用ください。

奈良県 吉野町

来場される皆さんへ

（上から）金烏の御旗、大杣公園
祭での浦安の舞、懐良親王墓所、
五條家

吉野山中千本
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▽
人
口
減
少
へ
の
対
策
が
全
国
的
に

熱
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
こ
の
問
題

へ
の
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
の
一

部
地
域
の
「
過
疎
対
策
」
と
し
て

取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
都
市
部
も
含
め
て
国
全
体
の

課
題
と
し
て
広
が
り
を
み
せ
そ
う
で

す
。
▽
過
疎
対
策
は
、
市
で
も
最
重

点
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
道
路
や

水
道
整
備
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
か
ら
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
ま
で
幅
広
く
実
施
し
て
い
ま

す
。
▽
今
年
度
は
市
役
所
に
「
人
口

減
少
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
、
人

口
減
少
の
原
因
分
析
や
対
策
の
検
討

を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
入
庁
２

年
目
の
若
い
職
員
に
よ
る
政
策
立
案

チ
ー
ム
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
▽
人

口
流
出
の
原
因
は
、
や
は
り
20
歳
前

後
の
若
者
が
就
職
や
進
学
を
機
に
転

出
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。
前

出
の
若
い
職
員
た
ち
に
は
新
鮮
で
柔

軟
な
発
想
力
と
、
将
来
の
八
女
市
を

支
え
て
い
こ
う
と
す
る
意
気
込
み
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

人口減少対策
⑫市長 コラム

mayor's column

福
岡
県
、
市
関
係
者
や
工
事

関
係
者
の
ほ
か
旧
星
野
村
の
歴
代

村
長
や
議
長
な
ど
約
90
人
が
出
席

し
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

県
道
八
女
香
春
線
は
、
緊
急
輸

送
道
路
に
指
定
さ
れ
た
筑
後
と
筑

豊
地
域
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。

し
か
し
、
合
瀬
耳
納
峠
付
近
は
急

カ
ー
ブ
が
多
く
、
冬
場
は
積
雪
な

ど
に
よ
り
通
行
止
め
に
な
る
こ
と

も
あ
る
交
通
の
難
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
８
年
10
月
「
交
流
ふ

れ
あ
い
合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
整
備

事
業
促
進
期
成
会
」を
発
足
し
、「
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
ラ
ン
ド
構
想
」
を
も

と
に
八
女
市
と
う
き
は
市
の
交
流

事
業
を
推
進
し
、
地
域
振
興
発
展

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の「
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
ラ
ン
ド
構
想
」
の
実
現
は

合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
開
通
な
く
し

て
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

八
女
香
春
線
沿
線
市
町
村
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
国
や
県
に
事
業
化

へ
の
要
望
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
福
岡
県
が
平
成
19
年

度
か
ら
事
業
に
着
手
、
調
査
・
測

量
が
進
め
ら
れ
、
今
回
念
願
の
ト

ン
ネ
ル
本
体
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
で
は
神
事
が
執
り

行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。
起
工
式
で
は
三
田
村
市

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
待
ち
に

待
っ
た
ト
ン
ネ
ル
着
工
に
地
域
住

民
は
、
も
ろ
手
を
挙
げ
て
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル

整
備
で
八
女
市
、
う
き
は
市
の
み

な
ら
ず
県
南
お
よ
び
県
東
部
や
北

九
州
、
さ
ら
に
は
大
分
県
、
熊
本

県
へ
さ
ら
な
る
経
済
的
波
及
効
果

を
も
た
ら
す
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
全
長
２
６
１
６
メ
ー

ト
ル
、
片
側
１
車
線
。
平
成
28
年
５

月
の
貫
通
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、
約
20
分

か
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
６
分
程
度

で
通
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

合お

う

ぜ

み

の

う

瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル

念
願
の
工
事
始
ま
る

県
道
八
女
香か
わ
ら春

線

主
要
地
方
道
八
女
香
春
線
合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
工
事
安
全
祈
願
祭
と
起

工
式
が
７
月
27
日
㈰
、
星
野
村
上
原
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

工事の安全を祈願しました

合瀬耳納トンネル位置図

うきは市

合瀬耳納トンネル
Ｌ＝ 2616 ｍ

八女市
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「千葉や京都での地域まちづくり
支援、町

ま ち や

家保全や再生の経験を
活かして、八女の本当の魅力を
知っていただけるお手伝いができ
ればと考えています」

「カメラマンとしての経験を活か
し、写真で八女市の魅力を多く
の方々に伝えたいです。フェイス
ブック『上陽にいこう。』を担当
しています。ぜひ、ご覧ください」

「自然学校の活動に加え、NPO法
人『がんばりよるよ星野村』の活
動支援を始めました。九州北部豪
雨からの復興の先を見据えた取り
組みを進めています」

「NPO法人『山村塾』を活動の
拠点とし、都市との交流や国際交
流などに携わっています。『自然
資源が豊富な地域では、こんな豊
かなライフスタイルを実践できる
よ！』ということを発信し、広く
伝えていきたいと思っています」

「建築学の知識やデザイン感覚を
活かして、地元の方や来訪者が
魅力的な風景や食べ物などを一
層味わえるような工夫や提案が
できたら良いなと思っています」

「道の駅で働きながら、新しい商
品の開発や地域振興の取り組みに
積極的に参加して行きたいです」

⃝前住所＝京都府京都市
⃝主な活動内容＝伝建地区の町家等活用マネジメント

⃝前住所＝東京都世田谷区
⃝主な活動内容＝地域資源を活用した観光商品の開発や
地域情報発信

⃝前住所＝東京都東大和市
⃝主な活動内容＝子どもの自然体験活動や星野の復興・
交流人口増加への取組

⃝前住所＝兵庫県宝塚市
⃝主な活動内容＝棚田や森林の保全活動、笠原地区の復旧・
復興に向けた取組

⃝前住所＝福岡県久留米市
⃝主な活動内容＝特産品の開発やパッケージデザイン

⃝前住所＝神奈川県横浜市
⃝主な活動内容＝地場産品を活用した商品開発や交流事
業の企画支援

八女福島地区

上陽地区

星野地区 黒木笠原地区

矢部地区

立花地区

八女市へ移住し地域のために活動します

私たちが地域おこし協力隊です！
地域おこし協力
隊に新たな隊員
が加わりました

　八女市では、平成25年9月に星野地区、黒木笠原地区に地域おこし
協力隊を配置しています。さらに今年4月と6月に八女福島地区、上陽
地区、矢部地区、立花地区に新たな隊員が加わりました。総勢6人となっ
た地域おこし協力隊。人と人の絆を深めながら、地域を元気にするた
め活動を行っていきます。新しい視点でさまざまな地域おこし活動に取
り組み、最終的には八女市への定住を目指しています。
　八女市の皆さんどうぞよろしくお願いします。

中
な か し ま

島宏
ひ ろ の り

典さん（28）

寺
て ら ざ き

崎浩
ひ ろ こ

子さん（37）

髙
た か た

田直
な お き

木さん（41） 協力隊2年目協力隊2年目 森 庄
たいら

さん（33） 

古
こ が

賀菜
な つ み

津美さん（26）

田
た な か

中臣
し ん じ ろ う

仁朗さん（37）

地域おこし協力隊とは
都市部などの意欲ある人材を受け入れ、地域資
源の発掘・活用や都市との交流などの「地域協
力活動」に従事してもらい、あわせてその定住
や定着を図ることで地域の活性化に貢献しても
らうことを目的とした取り組みです。平成25年
度総務省の調べでは、全国318自治体で978人
の隊員が活躍しています。

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

NEW FACE

ＦＭ八女制作番組 がまだすワイド801 （12:30 ～ 15:00）
毎週月曜日のコーナー 「We are yameshi 地域おこし協力隊�」出演中！
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▼採択団体一覧

平
成
26
年
度
八
女
市
地
域

づ
く
り
提
案
事
業
の
第
一
次
募

集
（
６
月
２
日
～
30
日
）
を
し

た
と
こ
ろ
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
等
の
各
団
体
か
ら
７
件
の
事

業
申
請
が
あ
り
、
７
月
14
日
の

選
考
会
議
に
お
い
て
、
７
件
全

て
（
合
計
約
２
３
０
万
円
）
を

採
択
し
ま
し
た
。

採
択
団
体
は
、
交
付
決
定

を
受
け
７
月
か
ら
各
地
域
で
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
団
体
の
活
動
状
況

等
に
つ
い
て
は
、
市
広
報
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

く
予
定
で
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課

地
域
づ
く
り
支
援
係

（
☎
２
３・１
２
２
４
）

団体名（代表者） 活動名称（実施期間） 事業概要

夢かさはら自治運営協議会
（松本學）

笠原地区振興計画の策定
（H26.7 ～ H27.3）

地域振興計画策定委員会と作業チームを設置する。また、住民に「地域振興
計画策定の意義」の理解を求め、座談会等を開催し意見交換を行うことで住
民の意向が反映された実践可能な計画づくりを行う。

大淵地区自治運営協議会
（稗田昭一郎）

大淵地区振興計画の策定
（H26.7 ～ H27.3）

アンケート調査により、地区課題の掘り起こしを行う。また、行政区ごとの地
区懇談会を実施し、大淵地区の目指すべき将来像をまとめた地域振興計画を
策定する。

豊岡地区自治運営協議会
（田島照隆）

豊岡地区振興計画の策定
（H26.7 ～ H27.3）

地域の抱える課題を住民の目線で捉え、協働による住みよい街づくり実現と地
域住民の意識向上のためにコミュニティー計画を策定する。

串毛地区自治運営協議会
（草場雄二郎）

ホタル祭りなどイベント
時の駐車場整備事業

（H26.6 ～ H26.8）

ホタル祭り開催時の駐車場は田代グラウンドを利用しているが、来訪者の増加
により駐車場が不足している。隣接地に製茶工場の跡地があり、これを整備し
て駐車台数（10台～ 12台）の増加を図る。

上陽地区まちづくり協議会
（野中鐵也）

ひまわりプロジェクト
（H26.7 ～ H27.3）

太陽の花「ひまわり」を協議会のシンボルとして、上陽地区全体の交流の機会
となる取り組みを実施する。具体的には、遊休地を整備してひまわりの種まき
や開花マップの作成、種から油の搾取、その油を使用した地域交流会を行う。
最後に、このプロジェクトの写真展と報告会を実施する。

星野地区まちづくり協議会
（髙木良之）

星野村災害復興記録写
真集制作

（H26.6 ～ H26.10）

平成24年7月の九州北部豪雨の甚大な災害を今後も忘れることなく、将来にお
ける安心・安全なまちづくりを目指し、悲痛な体験・教訓を次世代へ継承すべ
く災害復興記録写真集を1500部作成する。

小野地域振興会
（髙木良之）

美しい里山景観づくり
事業

（H26.9 ～ H27.3）

九州北部豪雨災害により田園風景が少なくなり、畦畔の彼岸花がなくなっている。
今回、彼岸花の植栽活動等を行い、訪れる人たちに景観を楽しんでもらうととも
に都市との交流促進を図る。単年度での植栽は困難なため、3年間の継続事業とし、
各年で彼岸花を畦畔に5000球、パンジーをプランター200箱に植栽を行う。

平成26年度
八女市地域づくり提案事業

「第一次募集」
７件を採択

八
女
と
奥
八
女
を
結
ぶ
幹
線
路

線
バ
ス
「
羽
矢
線
」「
星
野
線
」

も
、
通
勤
・
通
学
や
通
院
、
買
い
も
の

な
ど
日
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
乗

り
物
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
利
用
者
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
６
年
間
で
羽

矢
線
は
、
八
女
市
の
人
口
を
上
回
る

７
万
２
千
人
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

星
野
線
も
２
万
５
千
人
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
減
り
続

け
る
と
、
便
数
を
減
ら
し
た
り
、
路

線
を
短
く
し
た
り
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
路
線
バ
ス

が
な
く
な
れ
ば
、
地
域
に
は
大
き
な

打
撃
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
域
の
元
気
の
た
め
に
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
バ
ス
の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

路
線
バ
ス
に

乗
ろ
う
�

路
線
バ
ス
は
、
地
域
を
支
え

る
大
切
な
公
共
交
通
で
す

H20
0

50

100

150

300

200

350

250

400

H22H21 H23 H24 H25

年間輸送人員の推移

347

133

313

117

296

115

276 275

112 108

263

99

（千人）

堀川バス 羽矢線

堀川バス 星野線

福岡県バス対策協議会では、「バスに乗
ろう！」をキャッチフレーズに、８月25
日㈪～ 10月19日㈰まで、バス利用促進
キャンペーンを展開しています。
地域の生活を支え、環境にも優しい路
線バスの利用をお願いします。詳しくは
福岡県のホームページをご覧ください。
Shttp://www.pref.fukuoka.lg.jp
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【
交
通
規
制
時
間
】

▽
９
月
13
日
㈯
19
時
～
21
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
９
月
15
日
㈪
に
延
期

【
問
い
合
わ
せ
】　

▽
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

地
域
支
援
課
（
☎
２
３・１
２
２
４
）

▽
平
日
17
時
15
分
～
、
土
・
日
曜

市
役
所
代
表
電
話
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

　

今
回
は
、
矢
部
エ
リ
ア
と
星
野

エ
リ
ア
の
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し

た
。
他
の
エ
リ
ア
ツ
ア
ー
も
今
後

企
画
し
て
い
き
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

⃝

集
合
時
間
＝
８
時
45
分

⃝

解
散
時
間
＝
16
時
30
分（
予
定
）

⃝

募
集
人
員
＝
各
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
詳
細
は
各
問
い
合
わ
せ
先
の

窓
口
に
チ
ラ
シ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

※
都
合
に
よ
り
ツ
ア
ー
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

対
象
者
＝
上
陽
エ
リ
ア

に
お
住
ま
い
の
人

⃝

場
所
＝
大
杣
公
園
、
八

女
津
媛
神
社
、
杣
人
の
家

な
ど

⃝

実
施
日
＝
９
月
29
日
㈪

⃝

集
合
場
所
＝
旧
上
陽
保

健
セ
ン
タ
ー
前

⃝

参
加
料
＝
３
０
０
０
円

（
昼
食
、
体
験
料
、
土
産
代

含
む
）

※
お
茶
・
和
紅
茶
セ
ッ
ト

の
お
土
産
付
き

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

上
陽
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
４・２
２
１
９
）

⃝

対
象
者
＝
黒
木
エ
リ
ア

に
お
住
ま
い
の
人

⃝

場
所
＝
鹿
里
彼
岸
花
散

策
、
星
の
花
公
園
ダ
リ
ア

ま
つ
り
、
星
の
文
化
館
な
ど

⃝

実
施
日
＝
９
月
25
日
㈭

⃝
集
合
場
所
＝
黒
木
総
合

支
所
前

⃝
参
加
料
＝
３
０
０
０
円

（
昼
食
、
土
産
代
含
む
）

※
物
産
販
売
所「
お
ば
し
ゃ

ん
の
店
清
流
」
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
お
土
産
付
き

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

黒
木
総
合
支
所
産
業
経
済

課
（
☎
４
２・１
１
１
５
）

今年も「矢部川物語」を9月13日㈯に開催しますので、交通規制等へのご協力をお願いします。
「矢部川物語」　交通規制・駐車場について

交通規制・駐車場配置図
Ｐ駐車場（17時～ 22時）
※22時に施錠します。
①総合体育館＝３００台
②南 中 学 校＝２５０台
③家 畜 市 場＝１５０台

◦駐車場およびその周辺道路
は大変な混雑が予想されますの
で、乗り合わせか自転車などで
ご来場ください。なお、駐車場
以外の駐車はご遠慮ください。
◦夜道は暗いので、懐中電灯を
持参しましょう。
◦車両通行止め区間は、自転車
は押して歩きましょう。

車両通行止め区間
（19時～21時30分）

立入禁止区域
（8時～ 24時）

通行禁止区間
（19時～21時30分）

納楚旧国道442号

八
女
の
魅
力
再
発
見

八
女
よ
か
と
こ
ツ
ア
ー

平
成
22
年
度
に
合
併
し
広
域
と
な
っ
た
市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
元
自
慢
の
「
う

ま
か
も
ん
」
や
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
よ
か
と
こ
」

を
皆
さ
ん
で
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

第18回

矢部
ツアー

星野
ツアー

※交通規制が解除される21時30
分まで出られません。



９
月
に
な
り
、
夏
の
暑
さ
は
和
ら
い
で
き
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
台
風
に
伴
う
災

害
に
よ
り
、
毎
年
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

台
風
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守
り
、
被
害
を
最
小

限
に
止
め
る
た
め
に
事
前
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

⃝

こ
ま
め
に
気
象
情
報
を
確
認
し
、
最
新
の
台
風
情

報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

窓
や
雨
戸
を
補
強
し
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
時
の
飛
散

防
止
の
た
め
に
カ
ー
テ
ン
は
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⃝

家
の
周
り
を
点
検
し
て
強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
は
室
内
に
し
ま
う
か
、
し
っ
か
り
と

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
食
料
等
災
害
時
に
必
要
な

も
の
を
ま
と
め
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

⃝

台
風
が
接
近
し
て
か
ら
、
む
や
み
に
外
出
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
と
棚
田
を
縁
取
る

赤
い
彼
岸
花
の
美
し
さ
に
、あ
な
た
も
き
っ

と
魅
せ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

期
間
中
は
、
地
元
グ
ル
ー
プ
「
子
鹿
の

里
」
に
よ
る
だ
ご
汁
定
食
や
農
産
物
販
売

も
あ
り
ま
す
。
28
日
㈰
は
地
元
太
鼓
演
奏

の
ほ
か
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

か
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

期
日
＝
９
月
26
日
㈮
・
27
日
㈯
・
28
日

㈰
※
３
日
間

⃝

会
場
＝
星
野
村
鹿
里
棚
田

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
鹿
里
ふ
る
さ
と
会　

樋

口
さ
ん（
☎
０
９
０・４
３
４
６・２
５
６
０
）

鹿ろ

く

り里 

棚
田

彼
岸
花
ま
つ
り

風
流
・
は
ん
や
舞

五ご
じ
ょ
う
け

條
家 

御み
は
た
ま
つ
り

旗
祭

台風などの災害から
身を守るために

八女消防本部（☎ 24・0119）
児童・幼児に楽しみながら防災教育を行

い、管内住民の防火・防災意識の高揚と普
及啓発、地域力向上を目的として「八女地
区消防フェスタ 2014」を開催します。

当日は、管内の幼年・少年消防クラブを対
象に実施した防火ポスターコンクールの表彰
式やはしご車乗車体験やレスキュー体験な
ど、子どもから大人まで楽しめるコーナーを
準備しています。ぜひ、ご来場ください。
⃝日時＝9月20日㈯ 13時～17時
⃝場所＝八女観光物産館「ときめき」南側
特設会場および八女伝統
工芸館西側駐車場
⃝問い合わせ＝八女消防
本部（☎24・0119）

八女地区
消防フェスタ
２０１４

五
穀
豊
穣
、
国
家
安
全
、
晴
雨
祈

願
の
た
め
、
池
の
山
の
麻
生
神
社
に

奉
納
さ
れ
る
伝
統
芸
能
「
風
流
・
は

ん
や
舞
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
（
福
岡

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）。

◦
日
時
＝
９
月
21
日
㈰
10
時
開
演

◦
場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
（
池

の
山
）
屋
外
ス
テ
ー
ジ　

※
雨
天
時

は
「
そ
よ
か
ぜ
」
多
目
的
ホ
ー
ル

◦
関
連
事
業
＝
星
野
小
学
校
児
童
に
よ

る
星
野
太
鼓
の
演
奏
（
公
演
終
了
後
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

　

南
朝
57
年
の
哀
史
、
征
西
将
軍
懐

良
・
良
成
両
親
王
に
従
い
、
現
在
も

大
杣
に
眠
ら
れ
た
良
成
親
王
の
御
陵

墓
を
守
る
五
條
頼
元
卿
一
族
の
遺
徳

を
し
の
ぶ
「
五
條
家
御
旗
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
門
外
不
出
の
五

條
家
に
伝
わ
る
国
指
定
重
要
文
化
財

「
金
烏
の
御
旗
」「
五
条
家
文
書
」
を

一
般
公
開
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
10
時
～

◦
場
所
＝
五
條
邸
（
黒
木
町
旧
大
淵

小
学
校
前
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
五
條
家
宝
物
顕
彰

会
長
月
足
さ
ん（
☎
４
５・０
１
４
０
）

広報やめ　2014.9.111
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星
野
公
民
館
で
は
現
在
11
の
講
座

を
開
設
し
、
地
域
の
中
学
生
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
受
講

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の
は
お
年

寄
り
の
方
々
で
、
最
近
で
は
男
性
の

参
加
者
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し

た
。
地
元
施
設
を
活
用
し
、
Ｂ
＆
Ｇ

プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動
教
室
や
星
の

文
化
館
で
の
星
空
・
天
文
教
室
、
小

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
で
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
な
ど
、
積
極
的
に
公
民
館
の

外
に
出
て
、
地
域
の
良
さ
を
改
め
て

発
見
し
た
り
、
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
元
講
師
の
発
掘
や
活
用
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
茶
道
の
先

生
や
謡
曲
の
先
生
、
お
菓
子
作
り
が

得
意
な
若
い
お
母
さ
ん
、
昨
年
の
受

講
生
で
そ
の
後
ど
ん
ど
ん
腕
を
上
げ
、

今
年
度
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
の
講
師

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
方
な
ど
、
地

域
の
中
で
活
躍
で
き
る
人
材
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
地
元
講
師
を
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
身
近
で

親
し
み
の
あ
る
講
座
に
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

星
野
で
は
地
域
の
敬
老
会
や
お
祝

い
事
の
時
に
謡
わ
れ
る
お
謡
う
た
い
三
番
が
今

で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
だ
ん
だ

ん
と
お
謡
い
を
あ
げ
ら
れ
る
人
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
残
る
慣
習

を
今
後
も
残
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
謡
曲
体
験
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
の
年
は
女
性
の
参
加
者
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
近
頃
で
は
自
治
公
民

館
長
や
行
政
区
長
さ
ん
等
、
役
職
と

し
て
お
謡
い
を
あ
げ
る
機
会
が
多
い
方

の
参
加
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
誇
り
「
茶
」
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
い
う
希
望
に
応
え
、
茶
道

体
験
教
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ

の
教
室
を
通
し
て
、
茶
の
こ
と
だ
け

で
な
く
自
然
や
伝
統
文
化
な
ど
に
つ

い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
、
親
子

で
の
参
加
や
他
地
区
か
ら
の
参
加
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

講
座
を
通
じ
て
、
人
と
の
つ
な
が

り
や
こ
の
村
で
生
き
て
い
く
自
信
、

誰
か
の
役
に
立
つ
と
い
う
喜
び
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

友
優
大
学
（
高
齢
者
大
学
講
座
）

で
は
、「
地
元
を
歩
く
」
活
動
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
長
年
こ
こ
に
住
ん
で

い
る
人
で
も
意
外
と
知
ら
な
い
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
村
内

を
歩
い
て
回
っ
た
り
地
域
の
歴
史
を

学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
し

く
な
っ
た
八
女
市
を
巡
り
、
他
地
区

の
特
徴
や
歴
史
、
元
気
さ
な
ど
を
学

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
、
お
隣
の

広
川
町
や
筑
後
市
へ
も
足
を
延
ば
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
出
会
い
や
発
見

を
地
元
に
還
元
で
き
る
活
動
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
講
座
を
通
し
て
、
地
域
の

人
た
ち
が
仲
良
く
集
い
、楽
し
く
学
ぶ
。

生
活
に
根
差
し
た
課
題
を
学
ん
だ
り
、

生
活
を
楽
し
く
で
き
る
も
の
づ
く
り
に

挑
戦
し
た
り
。
そ
れ
は
学
ん
で
終
わ
り

で
は
な
く
、
そ
の
先
に
繋
が
り
や
広
が

り
を
。
そ
し
て
、
故
郷
へ
の
誇
り
や
自

信
を
持
ち
、「
自
分
自
身
が
地
域
の
中

で
支
え
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
い

る
」
と
い
う
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
講
座
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
素
敵
で
楽
し
い
講
座
を
み
な
さ
ん

と
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

９
月
15
日
は
敬
老
の
日
。
こ
の
日
は
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
お
年
寄

り
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
（
国
民
の
祝
日
の
関
す
る
法
律
）」
で
す
。
平
成
22
年

度
に
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
で
は
、
高
齢
者
の
人
権
を
守
る
た
め
に
最
も
大
事
な

こ
と
と
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
公
立
公
民
館
が
８
館
あ
り
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
様
々
な
講
座

を
開
き
、
市
民
の
交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
か
ら
、

今
回
は
星
野
公
民
館
の
渡
辺
静
香
館
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生
涯
現
役
、生
涯
学
習

星野公民館長・渡辺静香さん

刺し子で来年の干支に挑戦（友優大学より）

「
星
野
ら
し
さ
」
を
活
か
し
た
講
座

を

地
元
の
誇
り
と
自
分
の
自
信
に

改
め
て
地
域
を
知
る
こ
と

仲
よ
く
集
い
、
楽
し
く
学
ぶ
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日
本
の
自
殺
者
数
は
平
成
24
年

か
ら
３
万
人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
10
年
か
ら
平
成
23
年
ま
で
年

間
自
殺
者
数
が
３
万
人
を
超
え
た

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
全
体
で
は

働
き
盛
り
の
中
高
年
の
割
合
が
高
い

の
で
す
が
、
若
者
に
も
増
え
て
お
り

15
～
34
歳
で
は
自
殺
が
死
因
の
第
１

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
は
日
本

に
と
っ
て
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。

自
殺
に
は「
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
」

が
関
連
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

自
殺
の
原
因
第
１
位
で
あ
る
「
健

康
問
題
」
の
な
か
で
も
「
心
の
健
康

問
題
」
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。
自
殺
者
の
大
多
数
（
９
割
以

上
）
が
自
殺
の
前
に
何
ら
か
の
心
の

病
気
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。中
で
も「
う
つ
病
」

や
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
・
薬
物
依

存
症
な
ど
」
は
自
殺
に
結
び
つ
き
や

す
い
状
況
で
す
。

▽
う
つ
病
（
気
分
障
害
）

抑
う
つ
気
分
や
イ
ラ
イ
ラ
感
が
い

つ
ま
で
も
続
い
て
な
か
な
か
回
復
せ

ず
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
た
り
、

本
人
が
つ
ら
い
思
い
を
し
た
り
す
る

病
気
で
す
。
不
眠
、
食
欲
不
振
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
症
状
も
出

ま
す
。
性
格
や
弱
さ
、
怠
惰
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」と
わ
か
っ

て
い
て
も
、
な
か
な
か
飲
酒
習
慣
が

断
ち
切
れ
ず
、
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
き
か
な
く
な
り
身
体
、
精
神
、

対
人
関
係
に
問
題
が
出
て
く
る
病

気
で
す
。
背
後
に
う
つ
病
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
も
多
く
、あ
わ
せ
て
チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
で
す
。

▽
統
合
失
調
症

幻
聴
や
妄
想
、
頭
の
中
が
混
乱
し

て
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
思
考

障
害
、
興
奮
、
意
欲
の
低
下
や
閉
じ

こ
も
り
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
発
病

を
自
覚
で
き
ず
、
本
人
よ
り
家
族
や

友
人
が
異
変
に
気
づ
く
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

「
な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
」「
何
度

も
目
が
覚
め
る
」
な
ど
の
眠
り
の
悩

み
は
、
う
つ
病
の
代
表
的
な
症
状
で

す
。本
人
に
自
覚
が
な
い
場
合
で
も
、

医
師
が
診
断
す
る
と
う
つ
病
患
者
の

８
割
以
上
が
な
ん
ら
か
の
睡
眠
障
害

を
抱
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
眠
の
症
状
が
大
半
で
す
が
、
過

眠
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
長
期
に
わ
た
る
不
眠
が
、

う
つ
病
発
症
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
不
眠
と
う
つ

病
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
た
め
、「
眠

り
」
の
悩
み
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

う
つ
病
の
人
は
、
平
常
時
と
比
べ

眠
り
が
浅
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
十
分

眠
っ
た
つ
も
り
で
も
疲
れ
が
と
れ
な

か
っ
た
り
、
何
度
も
目
が
覚
め
た
り

し
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
健
康
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
質
の
良
い
眠
り
を
確

保
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

睡
眠
に
は
身
体
的
な
疲
労
を
回

復
し
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
働
き
が

あ
り
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と

は
、健
康
維
持
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
睡
眠
は
い
か
が
で
す
か
？

わ
が
国
で
は
自
殺
が
増
え
て
お
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
多
く
は
、
何
ら
か
の
心
の
病
気
を
抱
え
て

い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？
失
業
、
多
重
債
務
、
過
重
労
働
、
健

康
問
題
、
家
庭
問
題
、
子
育
て
な
ど
過
度
の
ス
ト
レ
ス
が
心
身
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病
気
を
引
き
起
こ

し
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自殺を選んでしまった人には、どん
な悩みがあったのでしょうか？ ９

月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

知
っ
て
ほ
し
い
自
殺
の
現
状

自
殺
と
こ
こ
ろ
の
病
気
の
関
係

睡
眠
と
う
つ
病
の
関
係

心
身
の
健
康
の
た
め
に

大
切
な
睡
眠

健康問題
48％家庭問題

14％

勤務問題 
         9％

男女問題
4％

学校問題
3％

その他
4％

経済・生活
問題
18％

（警察庁「平成24年中における自殺の状況」）

原因が
特定されている人

は８割くらいで複数
の要因が絡み合っ
ている人もいます。

自殺の原因・動機

⃝相談時間＝１人30分～1時間程度
⃝予約・問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎23・1352）

八女市では「心理士によるこころの相談」を行っています。
眠れない、何もやる気がおきない、憂うつな気分で趣味

が楽しめない、相談したいけどいきなり病院に行くには抵抗
があるなど、誰かに打ち明けたいのに誰に話していいのか分
からない。

このような症状はこころが疲れているサインかもしれませ
ん。誰かに話をするだけでも心が落ち着くことがあります。
誰かに本音を語り、少しこころの負担を軽くしませんか？

⃞ なかなか寝つけない

⃞ 朝すっきり起きられないことが多い

⃞ 夜中に何度も目が覚めて眠った気がし
　ない
⃞ 十分眠っているのに日中、強い眠気に
　襲われる
⃞ 早朝あるいは夜中に目が覚めてしま
　い、そのまま眠れない

⃞ 寝覚めが悪い

⃞ 十分眠ったはずなのに疲労感が残って
　いる

 ～ あなたの快眠度チェック ～

あてはまる項目が多いほど快眠度は低く

なります。このような症状が複数あり2 週

間以上続いているとしたら、うつ病などこ

ころの病気の兆候かもしれません。かか

りつけ医や専門医に相談しましょう。

ひ
と
り
で

悩
ま
ず
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
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矢
部
村
の
臼
ノ
払
地
区
は
昔
か
ら
吹
き

下
ろ
し
の
風
が
強
く
、
家
々
に
は
つ
ん
ば

り
（
支
え
棒
）
が
し
て
あ
っ
た
と
古
老
が

語
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
記

録
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。

「
昭
和
4
年(

１
９
２
９)
正
月
24
日
、
臼

ノ
払
地
区
は
こ
と
の
ほ
か
風
害
多
き
た

め
、
農
作
物
の
豊
饒
に
恵
ま
れ
ず
。
如
何

に
し
て
風
害
少
な
か
ら
し
め
ん
と
は
地
域

民
の
異
口
同
音
の
叫
び
で
あ
っ
た
。
幸
い

佐
賀
県
三
養
基
郡
中
原
村
に
、
綾
部
八
幡

様
と
て
風
除
け
の
神
の
鎮
座
を
聞
き
、
当

地
に
お
祀
り
し
い
く
分
で
も
風
害
を
免
れ

ん
と
の
合
議
ま
と
ま
り
長
田
・
仁
田
原
の

二
氏
風
の
神
を
祀
る
佐
賀
綾
部
八
幡
に
代

参
し
て
お
守
り
札
を
受
け
て
帰
る
。
両
氏

天
神
山
に
敷
地
と
し
て
15
歩
あ
て
計
30
歩

の
寄
贈
を
し
、
各
戸
よ
り
出
役
し

土
地
を
開
墾
・
杉
木
を
植
え
道
を

作
り
こ
の
清
浄
の
地
に
八
幡
様
を

安
置
、
奉
安
殿
は
石
の
祠
を
造
営

せ
り
」
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

家
伝
の
箱
を
整
理
し
て
い
た
同
地
の
仁

田
原
石こ
く

義よ
し

氏
が
、
和
紙
を
閉
じ
た
古
記
帳

を
見
つ
け
、
歴
史
・
文
化
に
詳
し
い
椎
窓

猛
氏
の
許
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

地
域
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
人
々
の
貴
重
な

努
力
の
あ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

次
は
、
綾
部
八
幡
本
家
の
伝
承
で
す
。

「
天
暦
５
年
（
９
５
１
）
佐
賀
県
綾
部
地
方

は
大
水
害
と
流
行
病
に
見
舞
わ
れ
人
々
は

大
変
苦
し
ん
だ
。
そ
こ
で
、
僧
隆り

ゅ
う
し
ん
さ
も
ん

信
沙
門

が
九
千
部
山
に
風
の
神
を
祀
り
、
一
万
巻

の
法
華
経
を
読
み
通
す
願
を
立
て
一
生
を

捧
げ
た
。
こ
の
風
の
神
は
守
り
神
と
な
り
、

人
々
の
篤
い
信
仰
を
受
け
た
。

　
元
久
２
年
（
１
２
０
５
）
肥
前
佐
賀
の

地
頭
藤
原
幸
忠
が
鎌
倉
八
幡
宮
の
神
を
迎

え
守
護
神
と
し
、
九
千
部
山
の
風
の
神
も

い
っ
し
ょ
に
祀
っ
た
。
こ
う
し
て
綾
部
八
幡

と
な
っ
た
。
７
月
15
日
、
締
め
込
み
姿
の

若
者
３
人
が
真
竹
に
麻
の
小
旗
を
く
く
り
、

神
木
の
大
銀
杏
に
高
く
掲
げ
る
。
９
月
24

日
ま
で
小
旗
の
様
子
を
記
録
し
て
天
気
を

予
知
、
豊
作
に
つ
な
げ
た
。
日
本
最
古
の

気
象
台
と
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
風
の
神
鎮
座
以
来
、
臼
ノ
払
地
区
で
は
風

害
の
悩
み
が
解
消
、
村
指
折
り
の
豊
作
地

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
６
年
（
１

９
３
１
）
満
州
事
変
、
同
12
年
日
中
戦
争
、

16
年
に
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
終
戦
か

ら
戦
後
の
厳
し
い
生
活
、
昭
和
32
年
の
日
向

神
ダ
ム
建
設
・
同
47
年
鯛
生
金
山
の
閉
鉱
な

ど
時
代
の
激
動
は
、
ま
つ
り
は
も
ち
ろ
ん
風

の
神
の
存
在
さ
え
消
し
去
っ
た
の
で
す
。
ま

つ
り
の
記
録
は
、昭
和
12
年
で
途
絶
え
ま
す
。

　

先
人
の
業
績
に
感
謝
し
地
元
の
活
性
化

を
願
っ
て
、
臼
ノ
払
地
区
は
風
の
神
ま
つ
り

の
復
活
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
飯
干
地
区

振
興
協
議
会
と
矢
部
地
域
づ
く
り
協
議
会

が
支
援
、
八
女
市
も
地
域
づ
く
り
提
案
事

業
を
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
10
月

15
日
、
天
神
山
の
中
腹
で
今
も
続
く
山
の

神
ま
つ
り
と
合
わ
せ
「
風
の
神
・
山
の
神
ま

つ
り
」（
写
真
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
83

年
前
に
鎮
座
し
た
風
の
神
の
復
活
は
、
テ
レ

ビ
・
新
聞
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　　

７
月
４
～
11
日
、
平
成
３
年
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
大
型
の
台
風
８
号
が
日
本
を
襲
い

ま
し
た
。
東
シ
ナ
海
で
直
角
に
曲
が
り
鹿
児

島
県
に
上
陸
、
列
島
沿
い
に
東
上
し
、
各
地

に
か
な
り
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
一
過
、「
直
撃
せ
ん
で
よ
か
っ
た
の

オ
」
と
風
の
神
復
活
を
推
進
し
た
仁
田
原

石
義
氏
が
来
館
、「
風
の
神
に
、
神
酒
一
本

密
か
に
献
じ
と
っ
た
」
と
の
笑
顔
に
、「
お

か
げ
で
す
ね
」
と
返
し
安
堵
の
顔
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
。

　

台
風
は
、
科
学
的
に
は
海
水
の
温
度
の

高
低
で
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
不
思

議
な
現
象
を
「
神
・
仏
の
お
か
げ
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
神
酒
を
密
か
に
献

じ
た
」
と
は
、
風
の
神
の
お
膝
下
が
成
せ

る
業
で
す
。
氏
は
冬
季
「
風
邪
に
も
効
く

神
様
た
い
」
と
誇
ら
し
げ
で
し
た
。

　
　
　

　

風
を
吹
き
下
ろ
す
一
帯
の
山
は
正
し
ょ
う

粉ふ
ん

山ざ
ん

と
呼
ば
れ
、
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
に

は
国
有
林
伐
採
の
た
め
林
道
を
通
し
た
と

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
は
じ

め
黒
木
町
・
上
陽
町
・
星
野
村
の
寄
附
者

が
あ
り
ま
す
。
村
内
外
の
地
主
ほ
か
江
碕

済
先
生
の
矢
部
・
黒
木
・
北
汭
義
塾
ゆ
か

り
の
名
も
あ
る
よ
う
で
す
。
碑
の
文
末
に

は
「
利
用
者
の
利
便
は
計
り
知
れ
な
い
。

刻
し
て
官
業
の
恩
恵
を
永
遠
に
伝
え
、
寄

附
者
も
記
す
」
と
、
想
像
を
絶
す
る
喜
び

が
形
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
伝
来
の
遺
産
「
風
の
神
」「
開
道

記
念
碑
」は
、農
業
人
口
の
高
齢
化
や
減
少・

山
仕
事
の
衰
退
・
若
年
層
の
流
出
・
訪
来

者
の
激
減
に
よ
り
、
危
機
に
瀕
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
元
で
は
植
樹
・
清
掃
は

も
ち
ろ
ん
「
先
達
の
偉
業
を
後
世
に
残
さ

ね
ば
」
と
、
風
の
神
・
山
の
神
ま
つ
り
と

記
念
碑
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。
国
道
４

４
２
号
笹
又
橋
手
前
を
右
折
、左
側
に
「
開

道
記
念
碑
」
奥
右
手
に
「
風
の
神
」
旗
と

美
水
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
矢
部
村　
山
口　

久
幸
）

【
参
考
】
仁
田
原
石
義
氏
蔵
の
古
記
帳
・
佐
賀

県
綾
部
八
幡
宮
冊
子
・
開
道
記
念
碑　
　
　

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ⑧

風
の
神

古
書
の
発
見

開
道
記
念
碑

風
の
神
の
御
利
益

綾
部
八
幡

風
の
神
ま
つ
り
の
復
活

地元天神山に祀る風の神
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
」
は
、
２
６
０
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
民
俗
芸
能
で
、
昭
和
52
年
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
か
つ

て
は
、
八
幡
宮
（
通
称
：
福
島
八
幡
宮
）
の
放
生
会

大
祭
に
、
氏
子
町
が
輪
番
で
奉
納
公
演
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
保
存
会
に
よ
り
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
９
月
21
日
㈰
・
22
日
㈪
・
23
日
㈷
の
３

日
間
公
演
さ
れ
ま
す
が
、
交
流
館
で
は
こ
の
時
期
に

合
わ
せ
「
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
今
昔
物
語
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
囃
子
方
が
使
っ
て
い
た
「
浄
瑠
璃
本
」、

実
物
大
の
動
か
す
事
の
で
き
る
「
人
形
」、「
人
形
の

遣
い
手
達
の
法
被
」、「
囃
子
の
道
具
」
な
ど
、
歴
史

的
に
も
貴
重
な
資
料
等
を
展
示
し
ま
す
。
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

期
間
＝
９
月
２
日
㈫
～
９
月
28
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
（
本
町
94
番
地
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
　（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八
女
福
島
の

燈
籠
人
形
　

今
昔
物
語
展

9月の
横町町家
交流館の
催し

燈籠人形公演の様子

【地場産品発掘・ブランド化事業】
▽横川佳浩（大阪府大阪市）　▽山田忠弘（大阪府吹田市）
▽宮尾彰良　（埼玉県富士見市）　▽匿名 11 件

【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
▽六車竜樹（大阪府大阪市）　▽光山弘之（東京都荒川区）
▽林 資祐（埼玉県草加市）　▽高橋佳志（岩手県花巻市）
▽松場信一（東京都江東区）　▽高野利幸（東京都品川区）
▽庫ヶ入 收（愛知県半田市）　▽根本雅文（埼玉県さいた
ま市）　▽溝田浩平（神奈川県海老名市）　▽武政克典（高
知県高知市）　▽匿名 37 件

【観光振興・交流事業】
▽牧野 正（千葉県市原市）　▽井上賀照（福岡県福岡市）
▽堀越 茂（群馬県邑楽郡邑楽町）　▽田島一成（埼玉県鴻
巣市）　▽匿名 3 件

【環境保全事業】
▽金森重樹（東京都港区）　▽高橋一郎（東京都武蔵野市）
▽西野 治（大阪府大阪市）　▽匿名 4 件

【その他市長が必要と認める特定の事業】
▽山口 聡（奈良県奈良市）　▽赤松高明（神奈川県藤沢市）
▽濱嶋勝人（大阪府東大阪市）　▽佐野徳隆（京都府京都市）
▽今里美穂（神奈川県横浜市）　▽瀬 亮策（北海道札幌市）
▽角田貴博（熊本県荒尾市）　▽匿名 25 件
⃝７月末現在累計額＝３０５４万８９０４円

◦上陽北汭学園小中学校へ
▽小川 完（上陽町）＝金一封

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

寄附のお礼（敬称略）

雛
の
里
八
女

ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

結
婚
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
十
二
単
衣
と

束
帯
姿
で
新
し
い
門
出
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

期
日
＝
平
成
27
年
３
月
１
日
㈰
、
３
月
15
日
㈰

※
各
１
組
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝

会
場
＝
福
島
八
幡
宮
（
宮
野
町
）

⃝

費
用
＝
玉
串
料
３
万
円

⃝

申
込
締
切
＝
10
月
10
日
㈮

　

あ
な
た
の
家
に
眠
っ
て
い
る
「
箱
び
な
」
を
お

譲
り
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
つ

り
期
間
中
、
白
壁
の
町
並
み
の
中
に
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ま
つ
り
事
務
局
（
観
光

振
興
課
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

箱
び
な
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
で
思
い
出
の
結
婚
式
を

来年2月22日から3月22日までの間、八女地方
独自の「箱びな」を中心に、福島の町並みや商
店街など約100か所に雛人形を展示。期間中、
さまざまなイベントを開催し、まちは雛の里一
色に染まります。

今年3月の結婚式の様子
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平
成
25
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー
ル
」「
フ
ァ

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
の
集
計
結
果
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
２
７
８
件
の
中
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
、
道
路
・
河
川
関
連
で
29

件
で
し
た
。
そ
の
他
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
、

人
事
・
職
員
関
連
19
件
、
ご
み
関
連
16
件
、

企
画
・
政
策
関
連
16
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が
き

等
は
す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
新
八

女
市
づ
く
り
の
た
め
に
、
問
題
点
は
改
善
し
、

建
設
的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡
先
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
長
も
し
く
は

担
当
課
よ
り
直
接
ご
本
人
に
回
答
し
て
い
ま

す
。
ま
た
広
報
紙
面
で
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

◦25年度件数　278件
（内訳）市長へのはがき 203 ／メール 38 ／ファク
ス 9 ／目安箱 15 ／手紙 13
◦分類状況（件）

（内訳）苦情 84 ／要望 119 ／提言 19 ／お尋ね 6 
／意見 24 ／便り・お礼 14 ／その他 12

平成25年度市長へのはがき集計
内容等 件数 内容等 件数

交通安全・安心安全 12 防災ラジオ 3
人事・職員 19 道路・河川 29
市税 6 都市計画 4
財政・行財政改革 8 公園 4
国保年金 3 市営住宅 7
高齢者福祉 6 観光・祭り 11
児童福祉 6 商工業 2
障害者福祉 2 農業 4
その他の福祉 12 上下水道 2
健康づくり 1 学校教育 4
医療 3 図書館 6
公害 3 選挙 3
ごみ 16 議会 5
ペット 4 企画・政策 16
その他の環境 3 広報広聴 10
社会教育 2 市関連施設等 11
スポーツ 5 九州北部豪雨関連 9
文化財 5 その他 24
交通・デマンド 8

合　　　　計 278

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

結
界
の
白
き
砦
や
雲
の
峰

清
き
水
手
向
け
て
あ
り
ぬ
平
和
の
灯

夏
歌
舞
伎
女
形
の
舞
に
酔
ひ
し
る
る

方
丈
へ
吹
き
来
る
風
や
青
田
波

明
易
し
隣
家
の
電
話
ベ
ル
の
音

泥
の
手
を
裏
返
し
て
は
汗
を
拭
く

八
女
紫
苑
句
会

中
川
原
篤
子

松
﨑
伸
子

松
延
み
さ
と

井
上
ト
シ
子

牛
島
景
子

堤 

多
鶴
子

杣人の誇りと夢を
もって取り組む

16

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 26.9）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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【あかちゃんよみきかせ】
本館は第3土曜日に、黒木分館は第4木曜日に実施
しています。えほんのよみきかせや手あそびをしな
がら、あかちゃんとのふれあいの時間を楽しんでも
らっています。
【だっこ大すきえほんよみきかせ】
健康推進課で実施される4か月児健康診断の会場に
出向き、えほん2冊を手渡しながら、家庭でのよみき
かせの推進や図書館への案内を呼びかけています。
8月から『くっついた』と『どこかなどこかな』のえ
ほんをお渡しします。

9月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
1㈪,8㈪,15㈷,16㈫～20㈯,22㈪,23㈷,26㈮,29㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1㈪,2㈫～12㈮,22㈪,26㈮,29㈪図書館の休館日

9月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

2㈫,9㈫,15㈷,16㈫～20㈯,23㈷,26㈮,30㈫

✿9月の館内整理日は26日㈮✿

《
本
館
》　

▽
９
月
２
日
㈫
～
12
日
㈮

※
９
月
１
日
㈪
は
通
常
の
休
館
日

《
上
陽
・
黒
木
・
立
花
・
矢
部
・
星
野
各
分
館
》

▽
９
月
16
日
㈫
～
20
日
㈯

※
９
月
15
日
㈷
は
祝
日
の
た
め
分
館
は
休
館
日

　

本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特別整理期間に伴う
休館のお知らせ幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝13日、20日、27日
おはなしコーナー
※いずれも土曜14時～
♥黒木分館＝13日㈯10時30分～
おはなしコーナー

9月のよみきかせ

9月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝20日㈯11時～ 2階研修
室
♥黒木分館＝25日㈭10時30分～
　おはなしコーナー

子
育
て
を

応
援
し
て
い

ま
す
！

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
を
手
が
け
る 
原
島 

政ま
さ

浩ひ
ろ

さ
ん（
矢
部
村
）

「福岡県最高峰の山々が連なる矢部
村は、福岡県の水瓶。イベントなど
に参加することにより、多くの人た
ちと触れ合うことができます。森林
の役割や、森林環境税が何に使わ
れているのかなど、もっと都会の人
たちに発信していきたいです」

68

　
矢
部
村
の
杣
人
・
原
島
政
浩
さ
ん
は

21
歳
か
ら
林
業
に
携
わ
り
、
13
～
14
年

前
か
ら
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
思
い
の
ま
ま
に
あ

や
つ
り
１
本
の
木
か
ら
様
々
な
彫
刻
を

作
り
始
め
ま
し
た
。

「
木
材
の
根
元
は
木
目
が
粗
く
、
そ
の

ま
ま
で
出
す
と
値
段
が
下
が
る
の
で
切

り
ま
す
。
昔
は
切
り
落
と
し
た
部
分
を

薪
に
使
っ
た
り
下
駄
や
ト
ロ
箱
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
が
、今
は
需
要
が
な
く
な

り
山
に
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。『
木
が
か
わ
い
そ
う
。
何
か
で
き
な

い
か
』
と
思
っ
た
の
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー

ビ
ン
グ
の
始
ま
り
で
し
た
。最
初
は
フ
ク

ロ
ウ
ば
か
り
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、お
客

さ
ん
か
ら『
こ
う
い
う
も
の
は
で
き
な
い

か
』と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
く
る
よ
う
に
な

り
、様
々
な
も
の
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
新
築
祝
い
や
開
店
祝
い
な
ど
縁

起
物
が
多
い
の
で
、で
き
あ
が
り
を
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
」

　
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
し
て

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
す
。
丸
太

が
あ
っ
と
い
う
間
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に

姿
を
変
え
る
こ
と
に
、子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
す
る
そ
う
で
す
。

「
林
業
は
普
段
山
で
も
く
も
く
と
仕
事

を
す
る
だ
け
で
、
都
会
の
人
と
接
す
る

機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
が
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
す
る
こ
と
で
、都
会
の
人
た
ち
に

少
し
で
も
山
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、木
の
ぬ
く
も
り
な
ど
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。チ
ェ
ン
ソ
ー

カ
ー
ビ
ン
グ
は
林
業
の
い
わ
ば
二
次
加

工
。杣
人
の
誇
り
と
夢
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
私
一
人
な
の

で
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
、も
っ
と
ピ
ー

ア
ー
ル
に
努
め
た
い
で
す
ね
」

杣人の誇りと夢を
もって取り組む

最近手がけた仁王
像。丸太を前に2か月
間構想を膨らませ、2
か月かけて彫り上げ
ました。
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第
66
回
福
岡
県
中
学
校
陸
上
競

技
大
会
で
、
二
田
千
春
さ
ん
（
南

中
２
年
）
が
女
子
２
年
１
０
０
ｍ

で
優
勝
し
、
第
36
回
九
州
中
学
校

陸
上
競
技
大
会
に
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
二
田
さ
ん
は
８
月
５
日
㈫
、

三
田
村
市
長
に
出
場
を
報
告
し
ま

し
た
。

12
秒
87
の
記
録
で
優
勝
し
九
州

大
会
出
場
を
決
め
た
二
田
さ
ん
。

三
田
村
市
長
の
「
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の

激
励
に
「
去
年
は
７
位
で
入
賞
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
入
賞

し
て
九
州
で
ベ
ス
ト
３
に
入
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
で

誓
い
ま
し
た
。

八
女
市
子
ど
も
会
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

大
会
が
８
月
３
日
㈰
、
八
女
市
黒

木
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内

の
各
校
区
・
地
区
か
ら
13
チ
ー
ム
が

出
場
し
、元
気
に
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

予
選
リ
ー
グ
か
ら
４
チ
ー
ム
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
み
、
決

勝
戦
で
は
、
長
峰
校
区
の
侍
長
峰

チ
ー
ム
と
三
河
校
区
の
Ｓ
ｕ
ｎ
・
Ｇ

ｏ
！
チ
ー
ム
が
対
戦
、
侍
長
峰
チ
ー

ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

矢
部
村
は
、「
森
林
の
緑
か
ら
有

明
海
の
再
生
」
を
合
言
葉
に
水
の

ふ
る
さ
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る

柳
川
市
と
森
林
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
７
月
25
日
㈮
に
矢
部

村
高
巣
に
あ
る
市
有
林
の
下
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
福
岡
県
有
明
海
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
、
八
女
市
公
有
林
管

理
専
門
委
員
会
、
福
岡
県
八
女
森

林
組
合
、
筑
後
農
林
事
務
所
、
矢

部
支
所
か
ら
総
勢
55
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

炎
天
下
で
の
作
業
で
し
た
が
、
参

加
者
は
植
栽
さ
れ
て
い
る
広
葉
樹

の
成
長
を
願
い
一
生
懸
命
下
刈
り

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
﨑
記
代

子
さ
ん
が
７
月
16
日
㈬
市
役
所
を

訪
れ
て
、
南
朝
の
歴
史
や
文
化
を

も
と
に
作
っ
た
『
九
州
南
朝
の
歌

（
金
烏
の
御
旗
）』
の
原
楽
譜
を
三

田
村
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
曲
は
、
岩
﨑
さ
ん
が
三
田

村
市
長
か
ら
南
朝
を
テ
ー
マ
に
し

た
歌
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
て
作
曲
、

五
條
家
を
主
人
公
に
し
た
小
説「
九

州
の
南
朝
」
の
著
者
の
１
人
で
も

あ
る
太
郎
良
盛
幸
さ
ん
が
作
詞
を

担
当
し
ま
し
た
。
歴
史
を
テ
ー
マ

に
し
た
歌
の
作
曲
の
ほ
か
、
日
本

の
歴
史
も
勉
強
し
て
い
る
岩
﨑
さ

ん
。「
私
自
身
の
歴
史
に
対
す
る
思

い
を
一
音
一
音
に
込
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。
こ
の
曲
の
完
成
に
よ
り
、
古

代
『
流
れ
る
雲
が
・
・
・
』、
近
世

『
八
女
の
里
』
に
続
く
八
女
の
歴
史

３
部
作
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の

曲
は
９
月
23
日
㈷
に
行
わ
れ
る
南

北
朝
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
６
ペ

ー
ジ
参
照
）
で
初
披
露
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
７
月
30
日
㈬
に
は
八
女

の
歴
史
３
部
作
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
よ
か
ビ

ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
９
月

下
旬
に
は
Ｃ
Ｄ
が
完
成
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ森

林
を
守
る

熱
戦
！
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

18

九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

八
女
の
歴
史
を
歌
っ
た
３
部
作
が
完
成
し
ま
し
た

（上）寄贈した『九州南朝の歌』の楽譜を持つ太
郎良さんと岩﨑さん　（下）レコーディング前のリ
ハーサルで歌う岩﨑さん

優勝した侍長峰チーム

賞状を手にする二田さん

背丈ほど伸びた草を刈っていきました



島
原
市
長
杯
争
奪
第
８
回
西
日

本
中
学
硬
式
野
球
島
原
大
会
が
、

７
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰
の
３
日
間

開
催
さ
れ
、
輝
翔
館
中
等
教
育
学

校
前
期
硬
式
野
球
部
が
優
勝
し
ま

し
た
。

大
会
に
は
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
、

鹿
児
島
、
山
口
、
関
西
か
ら
中
学

硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
16
チ
ー
ム
が
参

加
。
予
選
リ
ー
グ
で
２
勝
し
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め
ま

し
た
。
準
決
勝
で
は 

八
女
ス
カ
イ

ホ
ー
ク
に
勝
ち
、
決
勝
は
高
川
学

園
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
（
山
口
県
）
に

４
対
１
で
勝
っ
て
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
ま
た
、
最
優
秀
選
手
賞

に
は
投
打
に
活
躍
し
た
主
計
史
弥

選
手
が
輝
き
ま
し
た
。

県
立
英
彦
山
青
年
の
家
で

７
月
25
日
㈮
～
７
月
27
日
㈰

ま
で
の
間
、
八
女
市
青
少
年

教
育
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
の

は
、
市
内
の
各
小
中
学
校
か

ら
集
ま
っ
た
小
学
５
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
55
人
。
野
外

炊
飯
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
途
中
雨

に
見
舞
わ
れ
た
お
は
よ
う
登

山
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
班
で

役
割
分
担
を
し
て
、
仲
間
と

協
力
し
あ
い
な
が
ら
３
日
間

を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
中
学
生
は「
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
み
ん
な
の
絆

が
深
ま
っ
た
感
じ
が
し
た
の
で

良
か
っ
た
」、「
登
山
は
朝
が
少

し
早
く
て
き
つ
か
っ
た
け
ど
、

最
後
は
み
ん
な
笑
顔
で
ゴ
ー
ル

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」、「
新

し
い
友
だ
ち
で
、
初
め
て
し
ゃ

べ
っ
た
時
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
が
止

ま
ら
ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
３

日
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
感
想
を
話
し
て
ま
し
た
。

島
原
市
長
杯
初
優
勝
！

み
ん
な
の
絆
が
深
ま
っ
た
３
日
間

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
連
続
出
場

初優勝した輝翔館中等教育学校前期硬式野球部の選手

（左から）井上さんと今村さん

学校、学年の壁を越えすっかり仲良くなりました

ＳＰＯＲＴＳ

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝　
９
区
チ
ー
ム
（
星
野
２
区
）

２
位　
合
同
チ
ー
ム
（
地
区
混
合
）

第
56
回
星
野
地
区
球
技
大
会

　
　
　
　

 

期
日　

７
月
27
日
㈰

　
　
　
　

 　
　
　

７
月
29
日
㈫

　
　

   　

 

会
場　

星
野
体
育
館
ほ
か

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
個
人
戦
）

優
勝　
原
口
博
昭

２
位　
谷
口
喜
生

３
位　
森
松 

稔

関
東
４
県
で
行
わ
れ
て
い
る

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
の
水
泳
競
技
に
出
場
す
る

市
内
の
高
校
生
２
人
が
８
月
５

日
㈫
、
三
田
村
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
、
福
大
付
属

若
葉
高
校
３
年
の
井
上
真
奈

さ
ん
（
本
村
）
と
三
潴
高
校
３

年
の
今
村
亜
香
里
さ
ん
（
星
野

村
）
の
２
人
。
井
上
さ
ん
は
４

０
０
㍍
リ
レ
ー
、
今
村
さ
ん
は

４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
に

出
場
し
ま
す
。
三
田
村
市
長

か
ら
激
励
を
受
け
た
井
上
さ
ん

は
「
最
後
の
大
き
な
大
会
。
ベ

ス
ト
で
終
わ
れ
る
よ
う
に
後
悔

が
な
い
よ
う
に
試
合
に
の
ぞ
み

た
い
」。
今
村
さ
ん
は
「
自
分

の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新
し
て

チ
ー
ム
と
し
て
も
ベ
ス
ト
タ
イ

ム
が
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
大
会
に
向
け

て
気
合
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
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広
島
原
爆
の
日
の
８
月
６
日
㈬
、

八
女
市
平
和
祈
念
式
典
が
星
野
村

で
開
催
さ
れ
、
約
３
３
０
人
が
参

列
し
ま
し
た
。
例
年
、「
平
和
の
火
」

が
と
も
る
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
平

和
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
前

日
か
ら
の
雨
の
影
響
も
あ
り
、
そ

よ
か
ぜ
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
「
平
和
の
火
」
は
原
爆
投
下
後

の
広
島
か
ら
故
・
山
本
達
雄
さ
ん

（
星
野
村
）
が
持
ち
帰
ら
れ
、
山
本

家
で
と
も
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

69
年
前
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
８
時
15
分
、
参
列
者
は
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
と
恒
久
平
和
を
祈

念
し
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

式
辞
で
三
田
村
市
長
は
「
こ
の
火

は
、
山
本
達
雄
さ
ん
の
思
い
、
旧

星
野
村
の
皆
さ
ん
の
願
い
、
そ
し

て
八
女
市
民
の
願
い
と
と
も
に
、

争
い
の
な
い
平
和
な
世
界
を
目
指

す
『
平
和
の
火
』
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
と
も
し
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
生
、
中
学
生
代
表
２
人
が

平
和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。
星

野
小
学
校
６
年
の
馬
場
洋
輝
さ
ん

は
「
違
い
を
認
め
合
い
、
相
手
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
平

和
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
た
ち
の
未

来
が
ず
っ
と
平
和
で
あ
り
続
け
る

よ
う
に
、
仲
間
と
と
も
に
こ
の
平

和
の
火
を
守
り
受
け
継
い
で
い
き

た
い
」。
星
野
中
学
校
３
年
の
柴
尾

拓
望
さ
ん
は
「
戦
争
体
験
を
生
で

聴
き
、
語
り
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る

最
後
の
世
代
と
し
て
後
世
へ
伝
え

て
い
く
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
と
も
に
つ
な
が
り
合
い
、

支
え
あ
い
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
な

家
族
・
私
た
ち
の
暮
ら
す
こ
の
八

女
市
星
野
村
・
日
本
・
そ
し
て
世

界
中
の
す
べ
て
の
人
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
平
和
な
未
来
を
築
い
て
い

き
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
内
の
小
中
学
校
か

ら
折
り
鶴
が
献
呈
さ
れ
、
参
列
者

全
員
で
献
花
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
八
女
市
平
和
祈
念
式

典
千
羽
鶴
献
呈
者	

◦
福
島
小
学
校
◦
長
峰
小
学
校
◦

上
妻
小
学
校
◦
三
河
小
学
校
◦
八

幡
小
学
校
◦
忠
見
小
学
校
◦
川
崎

小
学
校
◦
岡
山
小
学
校
◦
上
陽
北

汭
学
園
小
学
校
◦
黒
木
小
学
校
◦

黒
木
西
小
学
校
◦
筑
南
小
学
校
◦

立
花
小
学
校
◦
矢
部
小
学
校
◦
星

野
小
学
校
◦
福
島
中
学
校
◦
南
中

学
校
◦
見
崎
中
学
校
◦
西
中
学
校

◦
上
陽
北
汭
学
園
中
学
校
◦
黒
木

中
学
校
◦
筑
南
中
学
校
◦
立
花
中

学
校
◦
矢
部
中
学
校
◦
八
女
市
立

図
書
館
利
用
者
◦
八
女
市
青
少
年

教
育
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
の
保
護
者

◦
八
女
市
男
女
共
同
参
画
・
生
涯

学
習
課
◦
生
き
が
い
デ
ー
サ
ー
ビ
ス

◦
池
田
道
子
さ
ん

八
女
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
八
女
本
舗
」
が
１
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
上
陽
町
と
矢
部
村

が
合
併
前
に
福
岡
市
内
３
か
所
で

運
営
し
て
い
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
統
合
・
移
転
し
、
昨
年
６
月
１

日
に
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
沿
い

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

通
り
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
鮮
や
か

な
緑
色
の
看
板
を
目
印
に
館
内
に
入

る
と
、
す
ぐ
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

の
は
八
女
直
送
の
新
鮮
野
菜
。
そ
の

ほ
か
生
花
、
お
茶
、
農
産
加
工
品
、

惣
菜
な
ど
八
女
の
特
産
物
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
初

は
３
０
０
点
ほ
ど
の
品
ぞ
ろ
え
も
現

在
は
７
０
０
点
余
り
と
倍
以
上
に
増

え
充
実
し
て
い
ま
す
。
南
区
大
橋
か

ら
訪
れ
た
女
性
は
「
筑
後
出
身
で
な

つ
か
し
さ
も
あ
っ
て
週
１
、
２
回
利

用
し
て
い
ま
す
。
値
段
も
安
く
野
菜

が
新
鮮
。
旬
の
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
て

い
つ
も
喜
ん
で
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

八
女
市
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
八
女
本
舗
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

が
流
れ
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
毎
月
手
書
き
の
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
が
掲
げ
て
あ
り
ま

す
。
栗
原
律
子
店
長
は
「
オ
ー
プ
ン

し
て
一
年
、
固
定
客
の
数
も
伸
び
て

き
ま
し
た
。
店
内
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
で
は
生
産
者
と
の
対
面
販
売
な

ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
茶
の
く
に
バ
ス
ツ
ア
ー
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
や
親
子
収
穫
体
験

を
計
画
す
る
な
ど
相
互
交
流
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八女の情報発信基地

「八女本舗」が
オープンから

１周年！

「この灯を永遠に」を歌う星野中学校の生徒

式典の冒頭黙とうをささげました

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
恒
久
平
和
を
祈
る 

八
女
市
平
和
祈
念
式
典

【アンテナショップ八女本舗】
◦営業時間＝10時～18時30分
◦定休日＝日曜日
◦問い合わせ＝八女本舗（☎
092・725・0161）／八女事務
所（☎54・3323）
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家庭の省エネ…と言っても、実際にどうしたらいいのか
分からないということありませんか？うちエコ診断士が
診断ソフトを使って家庭の省エネ方法を提案します。
▷わが家の省エネは同人数の世帯と比べてどうなの？
▷どんな方法で節約できるの？
▷冷蔵庫を買い替えようと思っているけど、元は取れる？
など、みなさんの疑問にもお答えします。家庭に合わせ
た対策によって、金額やCO2の排出量がどのくらい削れ
るか、分かりやすいグラフなどの図でチェックできます。
診断費は無料です。
⃝診断場所は以下の３つからお選びいただけます。
▷自宅への訪問診断
▷事務局での窓口診断（下記問い合わせ先住所）
▷県内希望の会場診断（公共施設や職場など）
※会場診断では、空き状況により希望の日時に沿えない
場合があります。
⃝実施期間＝2015年2月末まで
（※申込締切は2015年1月末まで）
※詳しい内容・申込については下記にお尋ねください。
問い合わせいただければ、チラシ・申込書を準備します。
また、八女市役所社会環境課および各支所市民生活福祉
課窓口にも置いています。
⃝問い合わせ＝福岡県地球温暖化防止活動推進センター
〒813－0004　福岡市東区松香台1-10-1
（一財）九州環境管理協会内
☎092・674・2360　N092・674・2361

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
が
次
の

３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
場
合
は
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
の
障
害
基
礎
年
金
や
障

害
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

⃝

要
件

①
年
金
制
度
加
入
中
に
初
診
日
が

あ
る
こ
と

※
初
診
日
が
20
歳
前
ま
た
は
60
歳

か
ら
65
歳
ま
で
の
年
金
未
加
入
期

間
中
の
人
は
障
害
基
礎
年
金
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

②
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ

と③
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と

⃝

年
金
額

障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、

１
級
障
害
が
96
万
６
千
円
、
２
級

障
害
が
77
万
２
８
０
０
円
で
す
。
ま

た
、
障
害
厚
生
年
金
の
年
金
額
は
、

厚
生
年
金
期
間
加
入
中
の
報
酬
額

と
加
入
期
間
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

※
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
金
額
に
一
定
額
が

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

請
求
手
続
き

　

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、
本

人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
年
金
の
請

求
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
先
】

▽
障
害
基
礎
年
金

市
民
課
国
保
年
金
係
、
各
支
所
の

年
金
窓
口
、
年
金
事
務
所

▽
障
害
厚
生
年
金

年
金
事
務
所

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】

「
障
害
者
手
帳
の
障
害
等
級
」

と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

障
害
等
級
」
は
、
判
断
基
準
が
異

な
る
た
め
、
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
も
障
害
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
年

金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ

▽
久
留
米
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
４
２・３
３・６
２
１
５
）

▽
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３・１
１
１
６
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
次

の
番
号
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
５
７
０・０
５・１
１
６
５
）

（
☎
０
３・６
７
０
０・１
１
６
５
）

うちエコ診断で
上手に節約しま
せんか？

軽度・中度補聴器購入費助
成事業が始まります。

福岡県において、身体障害者手帳の対象とならない
軽度・中度の補聴の児童に対する補聴器助成制度が
開始されたのに伴い、八女市においても8月から軽度・
中度補聴器購入費助成事業を開始します。

【対象児】
1八女市にお住まいで18歳以下の人（18歳の誕生日の
次の3月31日までとする）
230 ～ 70デシベルの聴力レベルで、身体障害者手帳
の対象とならない人
※対象児の保護者に46万円以上の所得割がかかる場
合、この制度の対象にはなりません。

【助成対象】
⃝補聴器購入費用

【助成額】
⃝購入される補聴器の助成基準額の3分の2。ただし、
基準額に満たない場合はその金額（１,000円切り捨て）
※助成基準額につきましては、しょうがい者福祉係まで
問い合わせください。

【備考】
⃝対象児の状況により身体障害者手帳の取得を促す場
合があります。
⃝補聴器の耐用年数は5年です。耐用年数内での追加購
入はできません。
⃝対象児の成長を含め、修理に対する補助はありません。

【問い合わせ】
福祉課しょうがい者福祉係（☎２３・１３３５）

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
皆
さ
ま
へ

障
害
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

児童
対象



子育て応援セミナー
９/20㈯
10:30
   ～ 12:00

◦場所＝黒木開発センター　◦開講式
◦テーマ＝『夢と人』～親としての子どもとの接し方～
◦講師＝教育アドバイザー・下地敏雄さん ( 黒木公民館講座と共催）

10/29㈬
10:00
   ～ 12:00

◦場所＝やめっこ未来館　
◦テーマ＝『子どものやる気をひきだす～』
◦講師＝株式会社 MIKI・ファニット代表取締役　太刀山美樹さん

11/26㈬
19:00
   ～ 21:00

◦場所＝おりなす八女 はちひめホール
◦テーマ＝『スマホ時代の子どもたち　現状と対策』～知って守っ
て伝えよう～　◦講師＝ NPO 法人子どもとメディア事務局長・黒
田可奈子さん　◦閉講式

★申し込み＝１週間前までに下記へ申し込みください。受講料無料。託児あり。
（希望者は１週間前までにご連絡ください）※１回のみの参加でもＯＫ。
★申込・問い合わせ＝
▽子育て支援課子ども未来係（☎ 24・8814）
▽男女共同参画・生涯学習課生涯学習係（☎ 23・1318）
▽やめファミリー・サポート・センター（☎ 23・1546）
▽子育て支援施設 きらきら（☎ 24・9090）
▽子育て支援施設 ピコロ（☎ 42・3301）
▽子育て支援施設 トゥインクル（☎ 090・3320・2196）

家庭・地域社会の教育力アップ！

子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
中
の
人
、子
育
て
支
援
に
興
味
が
あ
る
人
、

地
域
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら

応
援
を
し
た
い
人
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

父子家庭を対象とした福祉資金の貸付
制度が 10 月１日から始まります。

◦対象者＝▽配偶者がなく現に児童（20 歳未満）
を扶養している男子▽配偶者がない男子に扶養されて
いる児童（修学資金に限る）
◦資金の種類＝技能修得、修学、修業、生活等
◦申請・相談窓口＝子育て支援課（☎ 23・1351）／南
筑後保健福祉環境事務所児童家庭係（☎ 22・6965）

父子福祉資金が
創設されます

小児の水痘（水ぼうそう）および高齢者用
肺炎球菌予防接種が定期接種になります

小児の水痘（水ぼうそう）および高齢
者用肺炎球菌予防接種が、平成 26

年 10 月1日から定期接種になります。対
象になる人や接種回数などのくわしい内容に つ
いては、9 月15 日号の広報やめ「10 月の健康だより」で
お知らせします。予防接種は感染症を予防する大切なもの
です。該当する人は体調の良いときに接種しましょう。
◦健康推進課（☎２３・１３５２）

◦
内
容
＝
夜
間
人
工
透
析
を
受
け
て
い

る
腎
臓
疾
患
患
者
に
対
し
て
、
平
成
26

年
４
月
～
平
成
26
年
９
月
の
通
院
に
伴

う
交
通
費
の
一
部
（
月
額
２
千
円
）
を

助
成
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と

①
夜
間（
17
時
以
降
）に
人
工
透
析
を
１

か
月
間
に
５
回
以
上
受
け
て
い
る
こ
と

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

③
通
院
距
離
（
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま

で
の
距
離
）
ま
た
は
通
院
費
用
が
次
の

㋐
か
ら
㋒
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
も
っ
ぱ
ら
自
家
用

車
を
使
用
し
て
い
る
人
で
㋐
に
該
当
し

な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
公
共
交
通
機
関

ま
た
は
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
通
院
費
用

が
２
千
円
以
上
負
担
し
た
月
が
あ
る
場

合
当
該
月
に
つ
い
て
は
、
㋑
ま
た
は
㋒

に
該
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

㋐
自
家
用
車
使
用
の
場
合
＝
通
院
距

　

離
が
片
道
10
㌔
以
上

　

㋑
公
共
交
通
機
関
使
用
の
場
合
＝
１

　
か
月
２
千
円
以
上
の
運
賃
の
負
担
を

　
し
た
こ
と
。

　

㋒
タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合
＝
領
収
書

　

に
基
づ
き
１
か
月
２
千
円
以
上
の
負

　

担
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き

④
そ
の
他
＝
平
成
26
年
９
月
末
ま
で
に

申
請
の
こ
と
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い

者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

夜
間
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
人
に
対
し
て
の
助
成
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ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と

は
、
老
廃
物
が
た
ま
り
脳
の
神

経
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
い
く

認
知
症
の
一
種
で
、
認
知
症
全
体
の
５

割
程
度
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　「
認
知
症
」
と
は
、ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
を
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
、
生
活
す

る
う
え
で
支
障
が
で
て
い
る
状
態
（
お

よ
そ
６
か
月
以
上
継
続
）
を
い
い
ま

す
。
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
可
能
性
が
あ
り
、
85
歳
以
上
で

は
、
４
人
に
１
人
が
そ
の
症
状
が
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
人
は
自
分

が
つ
い
先
ほ
ど
体
験
し
た
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
う
と
い
う
症
状
か
ら
、
体

験
し
た
過
去
か
ら
現
在
と
い
う
連
続

性
が
な
く
な
る
た
め
、
絶
え
ず
心
が

休
ま
ら
ず
不
安
な
状
態
に
お
か
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

心
理
を
理
解
す
る
周
囲
の
関
わ
り
が
、

安
心
感
を
与
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

〈
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
の
特
徴
〉

▽
記
憶
の
低
下
（
最
近
の
出
来
事
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
大
切
な
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
。
ヒ
ン
ト
を
出
さ
れ
て

も
思
い
出
せ
な
い
）
▽
認
知
の
障
害

（
時
間
や
場
所
の
見
当
が
つ
か
な
い
。

簡
単
な
計
算
が
で
き
な
い
。
物
事
の

手
順
が
分
か
ら
な
く
な
る
）
▽
生
活

へ
の
支
障
（
今
ま
で
続
け
て
き
た
日

常
生
活
が
困
難
に
な
る
）

★
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口

▽
八
女
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
３・１
２
０
３
）

▽
八
女
市
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
２・１
１
１
９
）

▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３・１
３
０
８
）

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
は
、
徘
徊
す
る
認

知
症
高
齢
者
等
を
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
早
期
発
見
す
る
こ
と

に
よ
り
生
命
・
身
体
の
安
全
を
確

保
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
認
知
症
高
齢
者
等
お
よ

び
そ
の
家
族
等
の
福
祉
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

関
す
る
市
民
の
理
解
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者

等
の
名
前
、
特
徴
や
写
真
等
の

情
報
を
、
家
族
や
本
人
の
同
意
を

得
て
、
市
へ
事
前
に
登
録
し
て
お

く
こ
と
で
、
俳
徊
等
に
よ
り
所
在

不
明
に
な
っ
た
場
合
に
協
力
事
業

所
へ
の
情
報
発
信

が
速
や
か
に
開
始

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

家
族
等
が
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
介

護
に
関
す
る
相
談

支
援
等
も
行
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
要
介

護
（
支
援
）
認
定

を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
）
に
相
談

も
で
き
ま
す
。

　

行
方
不
明
に
な
っ
た
人
が
、
市

外
で
発
見
・
保
護
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
対
応
す

る
た
め
福
岡
県
南
部
の
各
市
町
が

広
域
に
情
報
を
共
有
し
、
各
市

町
の
協
力
機
関
に
協
力
を
要
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

⃝

協
定
市
町
＝
八
女
市
・
大
牟
田

市・久
留
米
市・柳
川
市・筑
後
市・

大
川
市
・
小
郡
市
・
う
き
は
市
・

み
や
ま
市
・
大
刀
洗
町
・
大
木
町
・

広
川
町

⃝

問
い
合
わ
せ
＝

▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３・１
３
０
８
）

▽
総
合
支
所
・
支
所
の
市
民
生

活
福
祉
課

９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。

八女市認知症高齢者等ＳОＳネットワークシステム

「あんしん登録」を活用しませんか。
「
八
女
市
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」

と
は

事
前
登
録
制
度
「
あ
ん
し
ん

登
録
」
と
は

広
域
連
携
に
つ
い
て

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
本
人
や
家
族
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
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皆
さ
ん
が
誇
り
と
意
欲
を
持
っ
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
介
護
現
場
の

実
現
を
目
指
し
、
広
く
県
民
の
皆

さ
ん
に
介
護
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
開
催

し
ま
す
。
参
加
無
料

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈰
11
時
～
17
時

◦
場
所
＝
電
気
ビ
ル
み
ら
い
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
）

◦
定
員
＝
５
０
０
人

◦
申
込
期
間
＝
10
月
15
日
㈬
ま
で

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

福
岡
県
介
護
福
祉
士
会

（
☎
０
９
２
・
４
７
４
・
７
０
１
５
）

　

企
業
の
強
み
を
伸
ば
す
戦
略
の

立
て
方
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
、
地

域
産
業
に
光
を
当
て
る
商
売
の
手

法
を
探
り
ま
す
。
商
品
企
画
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
、
新
た
な
市
場

を
掴
む
た
め
に
必
要
な
準
備
ま
で

を
学
ぶ
講
座
で
す
。
受
講
料
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
・

18
日
㈭
・
25
日
㈭
・
10
月
２
日
㈭
・

　
「
日
本
の
経
済
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
西
本
憲
浩
さ
ん
（
み

い
農
業
協
同
組
合
）
を
講
師
に
開

催
。
入
場
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
９
月
９
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

◦
日
時
＝
９
月
14
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

身
近
な
材
料
で
作
り
ま
す
。
み

ん
な
で
一
緒
に
楽
し
く
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。参
加
費
無
料
。要
申
込
。

①
牛
乳
パ
ッ
ク
ボ
ー
ル
②
紙
ビ
ー
ズ

ス
ト
ラ
ッ
プ
※
各
先
着
20
人
③
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト

◦
日
時
＝
９
月
20
日
㈯
10
時
～
12
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
共
生
の
森
（
☎
２
２
・
２

２
５
７
）

　

岩
戸
山
古
墳
の
「
向
井
去
来
・

野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
が
、
昭
和
55

年
９
月
15
日
に
建
立
さ
れ
た
の
を

　
仏
壇・仏
具
、
新
商
品
が
集
合
！

◦
日
時
＝
９
月
６
日
㈯
～
９
月
28

日
㈰
、
10
時
～
17
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

入
場
無
料
。
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
、

景
品
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
家

族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
７
日
㈰
10
時
～
15

時
（
雨
天
決
行
）

◦
場
所
＝
矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

「
水
き
ら
ら
」（
筑
後
市
大
字
島
田

７
５
４
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
事
務
局 

筑
後

市
上
下
水
道
課
（
☎
０
９
４
２
・

６
５
・
７
０
３
７
）
▽
八
女
市
上
下

水
道
局
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

記
念
し
、
句
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
21
日
㈰
、
受
付
11

時
～
12
時 

※
13
時
投
句
締
め
切
り

◦
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
資
料
館
研

修
室
（
３
階
）

◦
属
目
＝
岩
戸
山
古
墳
と
そ
の
周

辺
※
一
人
５
句

◦
問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
文

化
課
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　

八
女
市
に
あ
る
昭
和
の
名
残
り

が
残
る
商
店
街
「
土
橋
市
場
」
で
、

「
食
」「
モ
ノ
」「
音
」
を
五
感
で
味

わ
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
21
日
㈰
11
時
～
16

時
※
雨
天
決
行

◦
内
容
＝
土
橋
八
満
宮
の
境
内
で

の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
や
太
鼓
演
奏
。
ご

当
地
非
公
式
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
お
茶

る
さ
ん
」
出
演
。
商
店
街
通
路
を

利
用
し
た
出
店
（
八
女
近
辺
の
雑

貨
屋
、
パ
ン
屋
、
料
理
店
が
出
店
）。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
土
橋
市
場
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
梅
野
さ
ん
（
☎
２
４
・
９

９
９
３
）

　

お
寺
で
ラ
イ
ブ
。
放
生
会
・
町

屋
ま
つ
り
協
賛

◦
日
時
＝
９
月
23
日
㈷
16
時
30
分
～

◦
出
演
＝
桂
小
春
団
治
ほ
か

◦
会
費
＝
２
０
０
０
円

◦
場
所・問
い
合
わ
せ
＝
西
勝
寺（
西

紺
屋
町
）
☎
２
４
・
３
４
１
１

　

懐
か
し
い
歌
・
童
謡
等
を
歌
い
、

歌
に
合
わ
せ
て
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
健

康
体
操
）
を
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に
コ

カ
リ
ナ
演
奏「
も
り
の
な
か
ま
た
ち
」

が
出
演
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
ス
イ
ー

ツ
と
飲
み
物
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
26
日
㈮
13
時
開
場
、

13
時
30
分
開
会

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
チ
ケ
ッ
ト

購
入
）
※
お
り
な
す
八
女
で
も
購

入
で
き
ま
す
。
９
月
18
日
㈭
申
込

締
切

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
鵜
木
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
７
６
４・２
０
２
１
）

▽
馬
場
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
７
５
３

６
・
１
８
６
４
）

　

福
岡
県
で
は
、
介
護
従
事
者
の

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

多
世
代
交
流「
作
っ
て
遊
ぼ
う
！
」

八
女
福
島
仏
壇
展

下
水
道
展

地
域
産
業
再
生
の
仕
掛
人
育
成
講
座

第
12
回
地
域
活
動
講
演
会

第
33
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会

西
勝
寺
寄
席

土
橋
事
変
（
其
の
弐
）
～
秋

の
夜
長
の
昼
市
～

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
秋
！

ふ
く
お
か
介
護
フェス
タ
２
０
１
４

教
室
・
講
座

空き家を売りたい・貸したい人
は、下記までお問い合わせく
ださい。⃝募集対象エリア＝黒
木町・上陽町・立花町・矢部村・
星野村⃝問い合わせ＝市長公
室企画政策係（☎24・8013）
★受付時間＝平日9時～16時
30分※お越しの際は必ず事前
にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪　

〈お詫びと訂正〉
議会だよりやめ（平成 26 年 8
月１日発行）8 ページの森茂生
議員の一般質問の記事の中で、
キウイフルーツかいよう病の
被害面積が「225 ヘクタール」
となっていましたが、正しくは

「225 アール」でした。お詫び
し訂正します。（議会事務局）

八女市献血推進協議会
（☎２３・５８１６）

献血にご協力ください

日にち 時間 場所

9/17
㈬

10:00 ～ 12:00 西公民館

14:00 ～ 16:00 東公民館
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９
日
㈭
・
16
日
㈭
・
24
日
㈮
・
30

日
㈭
の
13
時
～
15
時

◦
会
場
＝
八
女
商
工
会
議
所
第
３

小
ホ
ー
ル 

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
地
域

雇
用
創
造
協
議
会
（
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
１
１
３
３
／
N
０
９
４
２
・

３
２
・
１
１
７
０
／
Shttp://

kyushu-chikugo.net)

　
室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
9
月
６
日
㈯
20
時
～

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

◦
日
時
＝
９
月
25
日
㈭
14
時
～

◦
場
所
＝
公
立
八
女
総
合
病
院
大

会
議
室

◦
内
容
＝
肝
癌
の
検
査
と
治
療
に

つ
い
て
～
治
る
よ
う
に
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院（
☎
２
３・

４
１
３
１
）

①
郷
土
の
歴
史
講
座

　

今
回
は
人
物
に
焦
点
を
あ
て
て

学
習
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
10
月
29
日
～
１
月
28
日

第
１
・
第
３
水
曜
※
初
回
の
み
第

５
水
曜
日
（
全
７
回
）
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
定
員
＝
24
人

◦
受
講
料
＝
無
料
（
必
要
な
経
費

は
自
己
負
担
）

②
パ
ソ
コ
ン
講
座

〈
ワ
ー
ド
基
礎
コ
ー
ス
〉

　

基
礎
操
作
を
学
び
、
年
賀
状
や

日
常
生
活
で
役
立
つ
文
章
を
作
り

ま
す
。
文
字
入
力
で
き
る
人
対
象
。

◦
期
日
＝
10
月
７
日
～
12
月
２
日
、

毎
週
水
曜
（
全
８
回
）
10
時
～
12
時

◦
定
員
＝
16
人

◦
受
講
料
＝
１
０
０
０
円
、
テ
キ
ス

ト
代
１
２
９
６
円

〈
エ
ク
セ
ル
基
礎
コ
ー
ス
〉

　

基
本
機
能
を
中
心
に
計
算
や
実

用
的
な
表
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

文
字
入
力
で
き
る
人
対
象
。

◦
期
日
＝
10
月
７
日
～
12
月
２
日
、

毎
週
水
曜
（
全
８
回
）
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
定
員
＝
16
人

◦
受
講
料
＝
１
０
０
０
円
、
テ
キ
ス

ト
代
１
２
９
６
円

①
②
共
通

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
対
象
＝
市
内
居
住
か
勤
務
の
人

◦
申
込
期
間
＝
９
月
１
日
㈪
～
９

月
17
日
㈬
※
月
～
土
９
時
～
17
時

◦
申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
記
入
）。多
数
の
場
合
抽
選
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民

館
（
☎
２
４・８
１
２
１
／
N
２
４・

８
１
２
２
）

　

あ
い
さ
つ
の
仕
方
・
心
を
つ
か
む

話
し
方
・
笑
顔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
歩

き
方
・
好
感
度
メ
イ
ク
法
・
癒
し

の
ア
ロ
マ
・
ペ
ン
習
字
・
履
歴
書
の

書
き
方
、
個
別
相
談
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
受
講
料
無
料
。
託
児

あ
り
（
無
料
）。

◦
期
日
＝
10
月
１
日
㈬
か
ら
毎
週

水
曜
日 

10
時
～
12
時
（
全
８
回
）。

◦
申
込
締
切
＝
９
月
26
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
働

く
婦
人
の
家
・
立
花
公
民
館

（
☎
３
７
・
１
５
２
２
）

　

点
訳
グ
ル
ー
プ
「
わ
か
ば
会
」

で
は
、
視
覚
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

人
に
広
報
等
の
点
訳
を
行
い
、
生

活
を
支
援
す
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
点
訳
を
習
得
し
、
視
覚
し
ょ

う
が
い
の
あ
る
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無

料
。

◦
期
日
＝
10
月
15
日
～
11
月
20
日

（
毎
週
水
曜
）19
時
～
21
時
、
全
６
回

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館

２
階
中
会
議
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

健
康
体
操
や
音
楽
療
法
な
ど
も

取
り
入
れ
た
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。
参

加
無
料
。
動
き
や
す
い
服
装
で
、

飲
み
物
・
は
さ
み
・
の
り
を
持
参
く

だ
さ
い
。
保
健
師
に
よ
る「
物
忘
れ
」

等
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
八
女
会
場 

後
期
① 

※
全
５
回
〉

◦
日
時
＝
10
月
７
日
㈫
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階

◦
内
容
＝
「
自
宅
で
実
践
で
き
る

認
知
症
予
防
の
コ
ツ
」／
福
祉
レ
ク・

ワ
ー
カ
ー
⻆
田
良
子
さ
ん

２
回
目
は
11
月
４
日
㈫
の
午
後
か

ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〈
立
花
会
場
① 

※
全
３
回
〉

◦
日
時
＝
10
月
１
日
㈬
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
立
花
体
育
館

◦
内
容
＝
か
ら
だ
を
動
か
そ
う
／
健

康
運
動
指
導
士
町
田
由
紀
子
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

か
ん
ぞ
う
教
室

八
女
市
中
央
公
民
館
講
座

就
業
支
援
・
Ｎ
ｅ
ｗ
ト
ー
タ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
講
座

げ
ん
き
脳
講
座

点
字
教
室

空き家情報を募集しています♪　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

◦期日＝11月9日㈰
◦会場＝黒木総合支所周辺
◦参加料＝３０００円（参加賞・福引き・昼食・
完走証あり）
◦コース＝県道黒木～笠原線
スタート、ゴールは黒木総合支所
◦参加資格＝健康に自信のある男女。未成年者
は保護者承諾のうえ申し込みください。
◦種目＝【ハーフコース】男性・女性

【１０㎞コース】男性・女性
【５㎞コース】男性・女性
◦申し込み＝①開催要項に添付している払込取
扱兼参加申込書を切り取り、最寄りの郵便局で
参加料を添えて申し込みください。
②参加料と申込書を直接黒木総合支所へ持参
ください。※申込書は本庁総合窓口、八女市総
合体育館、黒木総合支所総務課および各支所
総務課に設置しています。
◦申込締切＝10 月3日㈮
◦申込・問い合わせ＝黒木総合支所総務課まち
づくり推進係（☎ 42・1112）

八女市制施行 60 周年・合併５周年記念大会

奥八女黒木ハーフマラソン

参加者
募集

第27
回
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子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
27
日
㈯
10
時
～

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
前
広
場（
小

運
動
場
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、一般
２
百
円

◦
申
込
期
間
＝
９
月
20
日
㈯
ま
で

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
総
合
体

育
館
内
）
☎
２
４
・
１
３
４
０

◦
応
募
資
格
＝
県
内
に
住
ん
で
い
る

か
通
学
・
通
勤
し
て
い
る
人

◦
課
題
＝
薬
物
の
危
険
性
や
弊
害
を

訴
え
る
も
の
／
薬
物
乱
用
の
未
然
防

止
を
訴
え
る
も
の
／
社
会
環
境
か
ら

薬
物
乱
用
の
撲
滅
を
訴
え
る
も
の

◦
応
募
方
法
＝
１
人
１
点
と
し
未

発
表
の
も
の
に
限
る
／
用
紙
の
規

格
は
四
つ
切
ま
た
は
Ｂ
３
判
（
38

㌢
×
54
㌢
）
／
紙
質
は
画
用
紙
ま

た
は
ケ
ン
ト
紙
と
し
、
色
彩
は
自

由
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
で
作
成
し
、
プ
リ
ン
ト
し
た
作
品

を
含
む
）
／
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
明
記
。
学
生
は
、

学
校
名
、
学
年
、
組
も
明
記
す
る
。

◦
募
集
期
間
＝
９
月
８
日
㈪
ま
で

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８
）

　

福
岡
県
司
法
書
士
会
等
主
催
。

相
談
無
料
、電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

◦
日
時
＝
９
月
13
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
３
０
３

会
議
室
（
久
留
米
市
城
南
町
）

◦
予
約
期
間
＝
９
月
12
日
㈮
ま
で

※
土
日
除
く
10
時
～
16
時

◦
予
約
電
話
＝
０
１
２
０・３
３
３・

０
５
１

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

務
企
画
課　

企
画
指
導
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

◦
募
集
期
間
＝
９
月
30
日
㈫
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

◦
募
集
部
門
＝
【
木
造
の
部
】
建

築
物
の
主
要
構
造
部
で
あ
る
柱
、

梁
、
け
た
等
の
す
べ
て
ま
た
は
一
部

に
木
材
を
利
用
し
た
も
の
。

【
木
質
化
の
部
】建
築
物
の
天
井
、床
、

壁
、
窓
枠
等
の
室
内
に
面
す
る
部

分
お
よ
び
外
壁
等
の
屋
外
に
面
す
る

部
分
に
木
材
を
利
用
し
た
も
の
。

◦
選
考
の
対
象
＝
①
平
成
16
年
７

月
１
日
～
平
成
26
年
６
月
30
日
ま

で
に
竣
工
（
増
改
築
、
修
繕
等
を

含
む
）
し
た
も
の
。
②
建
築
の
趣

旨
に
沿
っ
て
良
好
に
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る
も
の
。

◦
選
考
の
視
点
＝
①
国
産
材
を
積

極
的
に
使
用
し
て
い
る
か
。
②
建

築
物
の
木
造
、
木
質
化
に
波
及
効

果
が
あ
る
か
。
③
国
産
材
の
特
徴

や
良
さ
が
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。
④

国
産
材
の
新
し
い
用
途
の
普
及
に

寄
与
す
る
か
。
⑤
国
産
材
の
利
用

を
通
じ
て
、
豊
か
な
暮
ら
し
や
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
か
。
⑥

森
林
の
保
全
と
木
材
産
業
の
振
興

に
寄
与
し
て
い
る
か
。
⑦
木
材
の

建
築
技
術
の
継
承
と
発
展
に
寄
与

し
て
い
る
か
。
⑧
そ
の
他

◦
表
彰
＝
大
賞
、優
秀
賞
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
５
月
下
旬
頃
に
所
有
者
、

設
計
者
、
施
工
者
の
代
表
者
な
ど

対
し
て
表
彰
。
そ
の
他
詳
細
事
項
、

応
募
方
法
等
は
電
話
か
福
岡
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
・
応
募
＝
県
林
業

振
興
課
木
材
流
通
係
（
☎
０
９
２
・

６
４
３
・
３
５
３
６
）
※
福
岡
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
福
岡
県
木
造
・
木

質
化
建
築
賞
」
で
検
索

　

生
活
上
の
心
配
ご
と
、
家
庭
内

や
近
隣
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
嫌
が
ら
せ

や
虐
待
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と

が
あ
る
人
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護

委
員
と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

◦
相
談
日
時
＝
９
月
８
日
㈪
～
９

月
14
日
㈰
【
平
日
】
８
時
30
分
～

19
時
【
土
日
】
10
時
～
17
時

◦
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０
）

※
福
岡
法
務
局
で
は
土
・
日
・
祝

を
除
く
月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
17
時
15
分
ま
で
（
そ
れ
以
外
は

留
守
番
電
話
対
応
）、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
相
談
電
話
番
号
（
☎
０
５
７
０
・

０
０
３
・
１
１
０
）　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・

４
３
１
１
）

　

子
育
て
、
非
行
、
引
き
こ
も
り
、

就
労
な
ど
子
ど
も
や
若
者
に
関
す

る
悩
み
や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
９
月
12
日
㈮
～
13
日
㈯
、

９
時
30
分
～
16
時
30
分　

◦
相
談
電
話
＝
０
９
３
０
・
２
５
・

４
２
３
６
（
期
間
中
の
臨
時
電
話
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
青
少
年
課

第
１
回
福
岡
県
木
造
・
木
質

化
建
築
賞

親
と
子
の
な
や
み
相
談

ペ
タ
ン
ク
大
会

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー

全
国一斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

区　分
准看護科 看護科

社会人特別選抜 一般入学 一般入学

募集人員 40 人 40 人

出願期間 10/14 ㈫～10/31㈮

【前期】
　11/17 ㈪～12/8 ㈪

【後期】
　1/19 ㈪～ 2/9 ㈪

【前期】
　10/20 ㈪～11/10 ㈪

【後期】
　12/15 ㈪～1/9 ㈮

入試日 11月9日㈰ 【前期】12 月14日㈰
【後期】2 月15日㈰

【前期】11月16日㈰
【後期】1月18日㈰

入試科目 小論文・面接 国語・数学・小論文・
面接

一般教養（国語）
専門科目( 看護全般）
面接

問い合
わせ

八女筑後看護専門学校　〒834-0063　八女市本村 656－1

准看護科（☎ 23・6284） 看護科（☎ 24・4877）

平成 27 年度 看護学生募集 看護師は命を
守る仕事です！
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自
己
負
担
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
（
試
験
日
／
定
員
）
＝

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修
科
３
期

（
10
月
８
日
㈬
／
20
人
）

②
パ
ソ
コ
ン
経
理
科
１
期
（
10
月
９

日
㈭
／
25
人
）

③
パ
ソ
コ
ン
中
級
科
２
期
（
10
月

10
日
㈮
／
25
人
）

◦
募
集
期
間
＝
９
月
19
日
㈮
ま
で

◦
訓
練
期
間
＝
11
月
７
日
㈮
～
２

月
４
日
㈬
（
３
か
月
）

◦
申
込
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
自

己
負
担
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
（
試
験
日
／
定
員

／
受
講
期
間
）
＝
①
介
護
実
務
者

研
修
科
（
10
月
８
日
㈬
／
20
人
／

11
月
５
日
～
５
月
１
日
）

②
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養

成
科
（
10
月
９
日
㈭
／
30
人
／
11

月
５
日
～
３
月
31
日
）

◦
募
集
期
間
＝
９
月
１
日
㈪
～
30

日
㈫

◦
申
込
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　
結
婚
や
出
産
、
定
年
等
に
よ
り

保
育
現
場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士

の
皆
さ
ん
の
保
育
所
等
へ
の
再
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
保
育
所
で

の
体
験
実
習
を
行
い
ま
す
。
参
加

費
無
料
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
場
所
（
日
程
）
＝
▽
久
留
米
市

内
の
保
育
所
（
10
月
14
日
㈫
）

▽
み
や
ま
市
内
の
保
育
所
（
10
月

17
日
㈮
）

▽
八
女
市
内
の
保
育
所
（
12
月
16

日
㈫
）

▽
小
郡
市
内
の
保
育
所
（
12
月
18

日
㈭
）

▽
筑
後
市
内
の
保
育
所
（
１
月
20

日
㈫
）

▽
久
留
米
市
内
の
保
育
所
（
１
月

23
日
㈮
）

◦
時
間
＝
10
時
～
15
時

◦
定
員
＝
１
回
あ
た
り
５
人

※
右
の
日
程
以
外
で
も
随
時
実
習

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
県
保
育
協
会
で
は
、
希
望

の
勤
務
条
件
に
合
う
保
育
所
へ
の
就

職
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て
い
ま
す
（
福

岡
県
保
育
士
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

福
岡
県
保
育
協
会
（
春
日
市
原
町

３
丁
目
１
番
７
号
）

 

☎
０
９
２
・
５
８
２
・
７
９
５
５

（http://w
w

w.fphk.jp/

）

議
中
の
人
を
対
象
に
養
育
費
の
電

話
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
～
16
時

◦
相
談
＝
福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
）

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
ま

た
は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦

で
、
資
格
を
活
か
し
就
職
あ
る
い

は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人
対
象
。

受
講
料
無
料
、
託
児
事
前
予
約
制
。

【
歯
科
助
手
】

◦
期
間
＝
10
月
２
日
㈭
～
11
月
７

日
㈮
平
日
午
前
（
45
時
間
）

◦
定
員
＝
20
人

◦
申
込
＝
９
月
16
日
㈫
ま
で

【
パ
ソ
コ
ン
初
級
】

◦
期
間
＝
10
月
28
日
㈫
～
11
月
13

日
㈭
平
日
午
前
10
日
間

◦
定
員
＝
20
人

◦
申
込
＝
10
月
９
日
㈭
ま
で

◦
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
　
福

岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
３
１
）

　
受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等

５
研
修
室

◦
対
象
＝
15
～
39
歳
の
人
、
ま
た

そ
の
ご
家
族
や
関
係
者

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
０
０
８
７
）

　

遺
産
相
続
・
金
銭
問
題
等
に
調

停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予

約
不
要
。

◦
八
女
文
化
会
館
＝
＝
９
月
28
日
㈰

10
時
～
15
時

◦
筑
後
市
サ
ン
コ
ア
＝
10
月
８
日
㈬

10
時
～
15
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎
２
３・

１
１
１
１
）

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
・
父
子

家
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た
は
離
婚
協

　

不
動
産
や
空
き
家
の
利
活
用
等
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
９
月
24
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
相
談
会
担
当
大

石
さ
ん
（
☎
２
３
・
４
７
７
５
）

　
中
長
期
に
わ
た
っ
て
仕
事
を
し

て
い
な
い
人
や
、
今
後
の
進
路
で

迷
っ
て
い
る
人
、
ひ
き
こ
も
り
や

ニ
ー
ト
の
経
験
者
、
仕
事
に
一
歩
踏

み
出
せ
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
し

た
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

無
料
、
要
予
約

◦
日
時
＝
9
月
28
日
㈰
13
時
30
分

～
16
時
30
分

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
２
階
第

無
料
調
停
相
談

養
育
費
の
電
話
相
談

就
業
支
援

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

保
育
士
の
体
験
実
習

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

不
動
産
に
関
す
る
何
で
も
相
談
会

筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談
会

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

「團伊玖磨記念『筑後川』
IN 八女 2015」
　　合唱出演者募集

◦公演日＝ 2015 年 5 月17 日㈰
◦参加費＝1000円( 楽譜代は自己負担 )
◦募集人数＝ 20 人程度
◦申込期限＝ 10 月15 日㈭
◦応募条件＝ (1) 八女市民の人
(2) 市内合唱団での練習に定期的に参加
できる人
(3)4 月 19 日㈰、5 月 16 日㈯ のリハー
サル両日に参加できる人
(4) 團伊玖磨『筑後川』を歌ったことが
あり、公演当日にすべて暗譜で歌える人
◦申込・問い合わせ＝團伊玖磨記念『筑
後川』IN 八女 2015 実行委員会事務局
おりなす八女（☎ 22・5332）

♪ ♬
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受
信
対
策
員
が
お
伺
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
金
銭
を
要
求
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
失
業
率
や
雇
用
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道
府

県
の
雇
用･

失
業
対
策
の
た
め
に

不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選
定
さ

れ
た
皆
様
の
お
宅
に
調
査
員
が
う

か
が
っ
た
際
に
は
、
調
査
票
へ
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
提
出
さ

れ
た
調
査
票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、

統
計
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
の
み

に
使
わ
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）

２
３
・
１
１
１
１
／
N
２
２
・
２
１

８
６
）
お
よ
び
各
支
所
総
務
課

　

９
月
中
旬
か
ら
「
モ
バ
キ
ャ
ス
」

（
携
帯
端
末
向
け
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

放
送
）
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
試
験
電
波
が
流
さ
れ
、

テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
モ
バ

キ
ャ
ス
受
信
障
害
対
策
セ
ン
タ
ー
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
受
信
障
害
の
内
容
＝
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
テ
レ
ビ
画
像
の
乱
れ
な
ど

◦
受
信
障
害
の
問
い
合
わ
せ
時
間

＝
９
時
～
21
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
モ
バ
キ
ャ
ス
受
信

障
害
対
策
セ
ン
タ
ー（
☎
０
１
２
０・

３
５
５
・
４
１
１
）

※
問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
よ
っ
て
は

◦
価
格
（
消
費
税
込
み
）
＝
ポ
ケ
ッ

ト
判
４
０
０
円
、
標
準
判
５
０
０

円
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判
９
０
０
円

◦
手
帳
の
カ
バ
ー
色
＝

【
ポ
ケ
ッ
ト
判
】
パス
テ
ル
ピン
ク
、
黒

【
標
準
判
】
茶
、
黒

【
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判
】
黒

◦
予
約
受
付
＝
９
月
29
日
㈪
ま
で

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課（
☎

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。（
事
前
登
録
必
要
）

◦
10
月
分
利
用
者
の
会
＝
９
月
27
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、

八
女
市
（
旧
八
女
市
・
旧
立
花
町
）

と
広
川
町
で
構
成
す
る
一
部
事
務

【 市制60 周年記念 第45回ちっご祭り】
◦日時＝ 9/26 ㈮ 19:00 ～ 21:00（前
夜祭）、27 ㈯ 9:00 ～ 20:00 ◦場所＝
市民の森公園（筑後市若菜）◦問＝
同実行委員会（☎ 0942・65・7024）

【柳川菊の節句 第 4 回柳川骨董市】
◦日時＝9/27 ㈯～ 28 ㈰ 9:00 ～16:00
◦場所＝柳川市三橋町高畑 三柱神社
内参道◦問＝松月文人館（☎ 0944・
72・4141）

【おおき堀んぴっく2014】◦日時＝
9/21 ㈰ 9:00 ～ 16:00 ◦場所＝道の
駅おおき◦問＝同実行委員会
( ☎ 0944・32・1336）※参加者も募
集中

【広川かすり祭】◦日時＝ 9/20 ㈯・
21 ㈰ 9:00 ～ 17:00 ◦場所＝広川
町産業展示会館◦問＝広川町観光
協会（☎ 32・5555）

大木町

広川町

筑後市

柳川市 組
合
で
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
し
尿

処
理
の
副
産
物
で
あ
る
乾
燥
汚
泥

を
肥
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
肥
料
は
、
国
の
肥
料
取
締
法

に
基
づ
き
「
八
女
大
地
」
の
名
称

で
し
尿
汚
泥
肥
料
と
し
て
肥
料
登

録
済
み
で
す
。
農
業
は
も
と
よ
り

家
庭
菜
園
等
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

10
㎏
入
り
一
袋
を
40
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。一
袋
か
ら
販
売
し
ま
す
。

た
だ
し
、
配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
直
接
八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
八
女
中
部
衛
生
セ
ン

タ
ー
（
八
女
市
北
田
形
１
０
２
２

番
地
）
☎
２
４
・
５
４
１
９

　

福
岡
県
に
関
す
る
情
報
満
載
の

福
岡
県
民
手
帳
（
11
月
頃
発
売
予

定
）の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

「
八
女
大
地
」
の
販
売
に
つ
い
て

２
０
１
５
年
版
福
岡
県
民
手

帳
の
予
約
に
つ
い
て

労
働
力
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信

障
害
に
つ
い
て

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　農業委員会では９～ 11月を農地パトロー
ル月間として、農地利用状況調査を実施しま
す。この調査は、平成 21年 12 月に施行さ
れた改正農地法の規定に基づくもので、農
業委員会は、毎年１回、その区域内にある農
地の利用の状況についての調査を行います。
○荒廃農地解消に向けて取り組みます。
　農地パトロールと同時に荒廃農地解消に
向け荒廃農地の調査や保全管理のお願い等
を行い、解消に向けての取り組みを実施しま
す。皆様のご理解とご協力をお願いします。
○農地の適正な管理をお願いします。
　平成 21年 12 月に改正農地法が施行され

「農地について所有権または賃借権その他の
使用および収益を目的とする権利を有する者
は、当該農地の農業上の適正かつ効率的な
利用を確保するようしなければならない」と
農地の権利を有する者の責務規定が設けら
れました。
　遊休農地は、火災や病害虫の発生原因と
なり、隣接の住民や農地へ悪影響をおよぼ
しますので、除草、病害虫駆除等、農地の
適正な管理をお願いします。なお、農地の
貸付や譲渡を希望される場合は、地元農業
委員または農業委員会事務局まで相談くだ
さい。
◦問い合わせ＝農業委員会（☎２３・２４０７）

農地パトロール月間
9 月～
11月



広報やめ　2014.9.129

火災出火件数  3件 （ 24件）
救急出動件数 279件 （1,891件）
救急搬送人数 271人 （1,824人）

人身事故発生件数 45件 （319件）
傷　　者 68人 （437人）
死　　者 1人 （  4人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 67,526 (+28)
男 31,792  (+8)
女 35,734  (+20)

世帯数 24,345  (+78)
　※（　）内は前月比

出生 43 人 転出 137人
転入 194 人 死亡 72人

◦国民健康保険税（3 期）
◦後期高齢者医療保険料（3 期）
◦介護保険料（3 期）
◦住宅家賃　
◦保育料 ▼ 7 月の交通事故の状況

▼ 7 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（7 月31日現在）

▼ 7 月の異動
納期限・口座振替日は9月30日㈫

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦9月18日㈭※ 9/5予約開始、10月2日㈭
※ 9/25予約開始／相談 13:00 ～16:00 ／
　予約・法務局八女支局☎ 23・2603
◦ 9 月12 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 9 月19 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 9 月 26 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福祉
　センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 9 月19 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦9月11日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦9月22日㈪9:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家（立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦9月16日㈫10:00 ～ 11：00/黒木総合支所
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦9月5日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦9月4日㈭13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦9月3日㈬・17日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月9日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月8日㈪13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦9月12日㈮13:00～16:00/ふじの里（黒木）
◦9月19日㈮13:00 ～ 16:00/社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦9月3日㈬、17日㈬13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦9月3日㈬、17日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）

◦9月10日㈬、24日㈬13:00 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月10日㈬、24日㈬9:30 ～ 12:00　
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦9月5日㈮13:00 ～ 15:00/商工会議所
税務相談会
◦9月8日㈪10:00 ～ 15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦9月16日㈫13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦9月16日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦9月11日㈭9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦9月12日㈮・16日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦9月16日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦9月25日㈭10:00 ～ 12:00
　／星野支所
家庭児童相談室
◦平日9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
健福祉環境事務所分庁舎（八女総合庁
舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜8:30 ～ 16:30 ／八女市役所
消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合支

所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦9月16日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員
会　☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
所　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンターナビダイヤル

（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支所内）
☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

9月に
納める
もの

相談はお気軽にどうぞ

9 月14 日㈰　旧 八媛病院→ 新 戸次循環器科内科（馬場）☎ 22・3100在宅医当番の
変更について



空
の
青
さ
に
秋
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
９
月
。
今
回
は
国
指

定
伝
統
的
工
芸
品
の
八
女
福

島
仏
壇
を
紹
介
し
ま
す
。

古
く
か
ら
信
仰
心
の
強
い
土

地
柄
の
八
女
に
は
、
奈
良
時
代

建
立
の
大
円
寺(

星
野)

、
そ

の
末
寺
の
七
福
寺
（
上
妻
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代

に
キ
リ
シ
タン
禁
制
が
し
か
れ
た

こ
と
で
仏
壇
作
り
が
始
ま
り
、

農
民
は
自
然
災
害
に
襲
わ
れ

る
度
に
そ
の
苦
し
み
や
悩
み
と

闘
い
、
生
き
る
喜
び
を
得
る
た

め
に
仏
教
の
信
仰
が
広
が
り
ま

し
た
。
矢
部
や
星
野
の
良
質
な

杉
や
桧
と
勤
勉
な
農
家
の
労

働
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
、
仏

壇
製
造
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
仏
壇
の
製
造
工
程
は

80
以
上
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分

業
制
。
各
部
品
を
丁
寧
に
作

り
あ
げ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
１

０
０
年
以
上
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
産
地
の
旧
福
島
町
か
ら

「
八
女
福
島
仏
壇
」
と
呼
ば

れ
、
九
州
の
仏
壇
製
造
の
源
流

と
し
て
そ
の
技
術
は
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
仏
壇
の
型
式
は
、

壁
立
て
の
下
部
の
台
輪
が
３
段

の
「
福
島
型
」、
台
輪
が
１つ
で

そ
の
部
分
が
戸
棚
に
なって
い
る

「
八
女
型
」、
台
輪
が
２
つ
で
八

女
型
の
戸
棚
を
は
ず
し
た
型
に

酷
似
し
て
い
る
「
八
媛
型
」。
各

部
分
は
組
立
て
・
解
体
し
や
す

く
、
長
年
、
家
庭
で
使
わ
れ
た

仏
壇
の
修
理
が
容
易
に
で
き
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
女
伝
統
工
芸
館
で
９
月

20
日
㈯
～
23
日
㈷
の
４
日
間
、

仏
壇
職
人
に
よ
る
製
造
工
程

実
演
や
匠
の
技
に
触
れ
る
体

験
教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

見
て
触
れ
て
体
験
し
て
！
こ
の

機
会
に
熟
練
職
人
の
技
を
間

近
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島
仏
壇

仏
具
協
同
組
合
（
☎
２
４
・
３
９

４
１
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.16

八女福島仏壇
in 伝統工芸館

茶のくに観光案内所 いのくち

い
つ
も
笑
顔
の
梨
奈
ち
ゃ
ん
。
お
兄
ち
ゃ

ん
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
遊
ん
で
ね
。

莉
亜
１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

ニ
コ
ニ
コ
し
ゅ
ん
君

の
び
の
び
と
育
っ
て
ね

１
歳
♡
お
め
で
と
う
�
ス
テ
キ
な
笑
顔

で
優
し
く
元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
♪

♡
祝
１
歳
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ネ

那
奈
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
�

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
お
姉
ち
ゃ

ん
と
仲
良
く
、
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね

祝
１
歳
♡
こ
れ
か
ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち

と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！

☆
☆
も
ん
ち
ゃ
ん
☆
☆
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♡
素
敵
な
笑
顔
♪
大
好
き
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
�
詞
音
は
パ
パ

と
マ
マ
の
宝
物
♡
元
気
に
育
っ
て
ね
♪

祝
☆
１
歳　

兄
弟
喧
嘩
は
ほ
ど
ほ
ど
に
！
お

兄
ち
ゃ
ん
と
元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
！

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
天
音
ち
ゃ
ん
♡
こ
れ
か

ら
も
そ
の
笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
見
せ
て
ね
♡

未
結
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ

か
ら
も
笑
顔
で
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡

愛
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か

ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡

牛嶋 梨
り な

奈ちゃん

堤 莉
り あ

亜ちゃん

西江 駿
しゅん

ちゃん 中村 優
ゆうしん

心ちゃん

西岡 沙
さ き

毅ちゃん

田中 那
な な

奈ちゃん

川口 恵
けいすけ

助ちゃん

中島 大
た い が

我ちゃん

福井 紋
もんのじょう

之成ちゃん

森 詞
し お ん

音ちゃん

丸山 未
み ゆ

結ちゃん

牛島 愛
あ い る

瑠ちゃん

福留 瞬
しゅんすけ

介ちゃん

今村 天
あ ま ね

音ちゃん

Ｈ25年9月4日生（蒲原）

Ｈ25年9月13日生（岩崎）

Ｈ25年9月25日生（本） Ｈ25年9月26日生（上陽町）

Ｈ25年9月8日生（吉田）

Ｈ25年9月18日生（龍ケ原）

Ｈ25年9月29日生（黒土）

Ｈ25年9月10日生（馬場）

Ｈ25年9月19日生（本村）

Ｈ25年9月30日生（吉田）

Ｈ25年9月12日生（稲富）

Ｈ25年9月24日生（龍ケ原）

Ｈ25年9月12日生（本町）

Ｈ25年9月20日生（亀甲）

おたんじょうびおめでとう

▼
取
材
中
、
妻
が
田
主
丸
な
の

で
何
か
あ
る
度
に
よ
く
合
瀬
耳

納
峠
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
れ
ば
時
間

は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が

盛
ん
に
な
る
の
で
は
と
期
待
し

て
い
ま
す
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
と
あ
る
直
売
所
で
目
に
し
た

輪
菊『
雪
姫
』。
純
白
で
ま
ぁ
る

い
大
輪
の
花
は
凜
と
し
て
美
し

く
、
堂
々
と
し
た
姿
は
存
在
感

が
あ
り
、
目
が
釘
付
け
に
。
知

り
合
い
の
方
に
贈
っ
た
と
こ
ろ
、

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。
大
輪
の
雪
姫
が
地
元
で

も
っ
と
身
近
な
花
に
な
れ
ば
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　12：30 ～15：00 生放送！
※20:30～22:30まで毎日再放送しています。

満１歳のお子さまの写真を
募集しています。名前・生
年月日・住所・簡単なコメ
ント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の7日までに直
接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応
募多数の場合は先着順と
なります。
●申し込み＝市長公室秘
書広報係（☎23・1110）
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